
ー
ト
鐸
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◎ま

帥
み

つ

・
込

　
　
し保育所の入所申し込み

　　　1月20日まで

友達がいっぱい待っています

　
保
育
所
で
は
、
昭
和
六
十
一
年

度
の
入
所
申
し
込
み
を
受
付
中
で

す
。
三
歳
児
以
上
は
案
内
書
を
さ

し
あ
げ
ま
し
た
が
、
未
満
児
の
方

に
は
案
内
は
出
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
入
所
希
望
の
方
は
、
一
月
二
十

日
ま
で
に
各
保
育
所
ま
た
は
、
役

場
の
福
祉
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　
入
所
決
定
通
知
は
、
三
月
初
旬

ま
で
に
各
家
庭
へ
送
付
し
ま
す
。

▼
定
員

　
○
松
之
山
保
育
所
　
　
六
十
人

　
o
松
里
保
育
所
　
　
　
六
十
人

　
○
布
川
保
育
所
　
　
　
三
十
人

　
o
浦
田
保
育
所
　
　
三
十
五
人

▼
入
所
基
準

　
o
保
護
者
が
労
働
に
従
事
し
幼

　
　
児
の
保
育
に
欠
け
る
場
合

　
o
保
護
者
が
疾
病
等
の
た
め
乳

　
　
幼
児
の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

　
○
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認

　
　
め
る
場
合
．

▼
保
育
料

　
国
の
基
準
に
も
と
づ
い
た
、
町

　
の
基
準
額
表
に
よ
る
。
世
帯
の

　
扶
養
義
務
者
全
員
（
父
母
・
祖

　
父
母
等
）
の
課
税
額
に
よ
り
算

定
し
ま
す
．

※
入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て
不
明

　
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
福

　
祉
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
亡
－
・

磯
鰯
－
瘡

かさあや
而村宗

n
寸
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B
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転
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麟
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
．

　
今
年
も
大
弔
，
の
中
で
新
し
い
年

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
三
年
続

き
の
大
雪
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
十

分
気
を
つ
け
て
事
故
を
お
こ
さ
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
．

　
今
年
は
寅
年
、
虎
は
一
晩
の
う

ち
に
千
里
行
っ
て
千
里
帰
る
と
か

い
い
ま
す
が
、
そ
れ
く
ら
い
早
い

一
年
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
さ
て
松
之
山
町
も
新
し
い

年
を
迎
え
、
気
持
ち
を
新
た
に
し

て
い
る
所
で
す
が
、
財
政
そ
の
他

の
面
で
厳
し
い
年
に
な
り
そ
う
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

　
さ
て
、
三
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
た
町
営
ス
キ
ー
場
で
は
、
正

月
三
賀
日
好
天
に
恵
ま
れ
、
か
つ

て
な
い
ス
キ
ー
客
で
に
ぎ
わ
い
、

大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大

晦
の
強
い
雨
で
、
営
が
か
な
り
消

え
て
し
ま
い
、
ち
よ
つ
と
雪
不
足

気
味
で
気
の
毒
な
面
も
あ
り
ま
し

た
．　
広
報
係
と
し
て
三
ヵ
月
、
そ
ろ

そ
ろ
最
初
の
カ
ベ
に
ぶ
つ
か
り
そ

う
で
す
．
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続きの大雪年

2524
日　日

町
豪
雪
対
策
本
部
設
置

県
災
害
救
助
条
例
適
用

　
今
年
の
冬
は
比
較
的
初
．
索
，
が
早

か
っ
た
た
め
、
ま
た
大
．
中
、
に
な
る

の
で
は
と
心
配
し
て
い
た
の
で
す

が
、
卜
二
月
中
句
の
寒
波
以
後
、

し
ば
ら
く
小
康
状
態
が
続
き
、
喜

こ
ん
、
で
い
た
と
こ
ろ
、
二
卜
H
過

ぎ
か
ら
の
、
集
中
豪
牽
，
で
積
．
索
馴
も
四

メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
、
心
配
し
た

と
お
り
三
年
続
き
の
大
．
中
，
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
卜
二
月
中
の
総
降
雪
日
、
壁
は
、
．
五

四
六
セ
ン
チ
と
な
っ
て
お
り
昨
年

よ
り
二
〇
〇
セ
ン
チ
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
　
一
月
中
の
降
。
雪
量
を

み
る
と
一
、
一
八
八
セ
ン
チ
と
昨

年
よ
り
一
三
〇
セ
ン
チ
程
、
逆
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
．

　
二
月
、
　
一
ケ
月
の
．
友
気
予
報
で

は
、
上
句
に
は
ま
だ
大
．
少
，
の
降
り

や
す
い
状
態
が
続
き
、
下
旬
に
も

寒
い
日
が
多
い
と
い
う
事
、
で
、
今

後
と
も
十
分
隅
．
在
意
が
必
要
な
よ
う

で
す
。

　
こ
の
豪
．
索
i
の
た
め
町
、
で
は
一
月

二
十
四
日
、
午
後
．
κ
時
に
豪
、
雪
対

策
本
部
を
設
置
し
、
．
索
、
害
等
に
い

ち
早
く
対
処
で
き
る
よ
う
準
備
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
十
．
h
日
正
午
に
は
、

県
の
災
害
救
助
条
例
が
適
用
と
な

り
（
二
月
三
日
ま
で
の
十
日
問
）

老
人
世
帯
・
身
障
者
・
母
ヂ
世
帯

な
ど
、
五
十
四
世
帯
が
こ
の
条
例

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．

　
松
之
山
で
は
こ
の
豪
．
中
i
に
よ
る

被
害
は
ま
だ
発
生
し
て
い
ま
せ
ん

が
、〆

各
地
．
で
ナ
ダ
レ
等
に
よ
る
、
死

・
．
、
」
』
融
、
鮒

＼
、
、

■t毒

亀亀誇

纏

亡
弱
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
危

険
カ
所
に
指
（
疋
さ
れ
て
い
る
所
は

も
ち
ろ
ん
、
で
す
が
、
そ
の
他
の
所

も
ト
分
注
意
し
て
ド
さ
い
。

拳

商店街の一斉除雪

雪の記録　1月
　　　　役場調べ

1　．日　（　0）　　92

2日（0）　91
3日（46）　132
4　日　（　（，）　125

5日（2）　118
6　日　（27）　137

7日（26）　143
8　日　（　0）　135

9　日　（　5）　135

10日（61）　183
11　日　（153）　251

12　日　（89）　280

13日（33）　266
14　日　（20）　259

15日　（23）　261

16日（3）　249
17日（0）　237
18日（15）　235
19　日　（　3）　225

20日（0）　217
21日（13）　227
22　日　（57）　263

23　日　（69）　300

24日（57）　321
25日（110〉　373
26　日　（114）　418

27日　（144）　454
28　日　（49）　433

29　日　（35）　435

30　日　（14）　415

31日‘20、　405

（3）まつのやま

昭
和
六
十
一
年
度

　
　
　
　
転
作
面
積
決
ま
る

　
今
年
度
の
水
田
利
用
再
編
対
策

に
よ
る
転
作
割
当
面
積
と
、
米
の

事
前
売
渡
し
限
度
数
量
が
次
の
よ

う
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
転
作
面
積
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
豊
作
と
需
給
事
情
の
変
化
等
に

ょ
り
三
年
ぶ
り
に
増
加
配
分
さ
れ
、

七
九
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
割
当
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
米
に
つ
い
て
も
、
二
、
三
六
八
、

績
－
実作転度年60

　
　
a
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6
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積
積

　
　
面
面

　
　
標
施

　
　
目
実 作　　物

　一大　　豆

飼料作物

面　積

3．9

14．・9

％
2
0
－
7
7

そ　　ば O．4 2
計 19．2

｝　一　胃

100

九
二
〇
㎏
（
三
九
、
四
八
二
俵
）

と
六
十
年
度
当
初
よ
り
一
、
四
三

二
俵
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
転
作
而
積
に
つ
い
て
、
町
で
は

こ
れ
ま
で
同
様
戸
別
割
り
当
て
を

行
わ
な
い
方
針
で
す
が
、
農
家
個

個
の
自
主
的
な
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
松
之
山
町
は
昨
年
ま
で
農
家
の

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
、

常
に
転
作
目
標
而
積
を
完
全
達
成

し
て
来
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
年

度
の
実
績
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
目
標
．
面
積
七
六
・
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
対
し
実
施
面
積
七
七
・
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、

〇
一
・
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
転
作
内
容
も
年
々
変
化
し
て
来
脆

て
い
ま
す
が
、
五
十
八
年
度
よ
り

実
績
（
杉
・
桐
・
果
樹
な
ど
交
付

期
間
終
了
後
の
も
の
）
が
算
入
さ
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
の
．
小
　
8

め
る
割
合
が
相
当
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
．

1特鷲惣＼
転作等実　　24．6％

　施面積
77．7ha
lOl．9％　　　 ＼　　『く

　定着分（実績算入）
　13．4ha17．2％

通年施行
5．1ha
6．6％

82．8

保全管理
5．3ha
6．8％

一般作物
29．7ha　38．3％

作　　　　物 而　積 ％

野　　　　菜 12．2 41．1

加工用占刈稲 0．8 2．7

た　　ば　　こ 1．5 5．1

小　　　　1、え 2．3 7．7

水田養魚 6．8 22．9

林　　　　地 5．7 19．2

そ　の　　他 0．4 1．3

計 29．7 100．0
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●
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11．9

保
全
管
理
23．9

31．1

9．3

19．6

33．6

21．9

5．3

　カ
　ウ
　ン
　ト

13．4
通
年
施
行
2
4
． 4

11．5
10．5

5．1

4．5

27．3
30．4

5．3

35．4

一
般
作
物
2
9
．7

12．9

3．2

27．3
24．0

ノ釜

斜、

13．9

9．5

21．5

13．6

7．9

20．0

5．0

賢
採．

靭
1
9 ．2

11．6

8．3 17．9

7．7

7．3 14．0

5．8

6．4

年度　53　　　54　　　55　　　56　　　57　　　58　　　59　　　60

a
　
（
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
7

』
”
　
－

6

5

4
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
1



i
o
o
製
ー

まつのやま（2）

　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
　
　
”も年凸7たま

続きの大雪年

2524
日　日

町
豪
雪
対
策
本
部
設
置

県
災
害
救
助
条
例
適
用

　
今
年
の
冬
は
比
較
的
初
．
索
，
が
早

か
っ
た
た
め
、
ま
た
大
．
中
、
に
な
る

の
で
は
と
心
配
し
て
い
た
の
で
す

が
、
卜
二
月
中
句
の
寒
波
以
後
、

し
ば
ら
く
小
康
状
態
が
続
き
、
喜

こ
ん
、
で
い
た
と
こ
ろ
、
二
卜
H
過

ぎ
か
ら
の
、
集
中
豪
牽
，
で
積
．
索
馴
も
四

メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
、
心
配
し
た

と
お
り
三
年
続
き
の
大
．
中
，
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
卜
二
月
中
の
総
降
雪
日
、
壁
は
、
．
五

四
六
セ
ン
チ
と
な
っ
て
お
り
昨
年

よ
り
二
〇
〇
セ
ン
チ
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
　
一
月
中
の
降
。
雪
量
を

み
る
と
一
、
一
八
八
セ
ン
チ
と
昨

年
よ
り
一
三
〇
セ
ン
チ
程
、
逆
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
．

　
二
月
、
　
一
ケ
月
の
．
友
気
予
報
で

は
、
上
句
に
は
ま
だ
大
．
少
，
の
降
り

や
す
い
状
態
が
続
き
、
下
旬
に
も

寒
い
日
が
多
い
と
い
う
事
、
で
、
今

後
と
も
十
分
隅
．
在
意
が
必
要
な
よ
う

で
す
。

　
こ
の
豪
．
索
i
の
た
め
町
、
で
は
一
月

二
十
四
日
、
午
後
．
κ
時
に
豪
、
雪
対

策
本
部
を
設
置
し
、
．
索
、
害
等
に
い

ち
早
く
対
処
で
き
る
よ
う
準
備
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
十
．
h
日
正
午
に
は
、

県
の
災
害
救
助
条
例
が
適
用
と
な

り
（
二
月
三
日
ま
で
の
十
日
問
）

老
人
世
帯
・
身
障
者
・
母
ヂ
世
帯

な
ど
、
五
十
四
世
帯
が
こ
の
条
例

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．

　
松
之
山
で
は
こ
の
豪
．
中
i
に
よ
る

被
害
は
ま
だ
発
生
し
て
い
ま
せ
ん

が
、〆

各
地
．
で
ナ
ダ
レ
等
に
よ
る
、
死

・
．
、
」
』
融
、
鮒

＼
、
、

■t毒

亀亀誇

纏

亡
弱
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
危

険
カ
所
に
指
（
疋
さ
れ
て
い
る
所
は

も
ち
ろ
ん
、
で
す
が
、
そ
の
他
の
所

も
ト
分
注
意
し
て
ド
さ
い
。

拳

商店街の一斉除雪

雪の記録　1月
　　　　役場調べ

1　．日　（　0）　　92

2日（0）　91
3日（46）　132
4　日　（　（，）　125

5日（2）　118
6　日　（27）　137

7日（26）　143
8　日　（　0）　135

9　日　（　5）　135

10日（61）　183
11　日　（153）　251

12　日　（89）　280

13日（33）　266
14　日　（20）　259

15日　（23）　261

16日（3）　249
17日（0）　237
18日（15）　235
19　日　（　3）　225

20日（0）　217
21日（13）　227
22　日　（57）　263

23　日　（69）　300

24日（57）　321
25日（110〉　373
26　日　（114）　418

27日　（144）　454
28　日　（49）　433

29　日　（35）　435

30　日　（14）　415

31日‘20、　405

（3）まつのやま

昭
和
六
十
一
年
度

　
　
　
　
転
作
面
積
決
ま
る

　
今
年
度
の
水
田
利
用
再
編
対
策

に
よ
る
転
作
割
当
面
積
と
、
米
の

事
前
売
渡
し
限
度
数
量
が
次
の
よ

う
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
転
作
面
積
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
豊
作
と
需
給
事
情
の
変
化
等
に

ょ
り
三
年
ぶ
り
に
増
加
配
分
さ
れ
、

七
九
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
割
当
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
米
に
つ
い
て
も
、
二
、
三
六
八
、

績
－
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積
積

　
　
面
面

　
　
標
施

　
　
目
実 作　　物

　一大　　豆

飼料作物

面　積

3．9

14．・9

％
2
0
－
7
7

そ　　ば O．4 2
計 19．2

｝　一　胃

100

九
二
〇
㎏
（
三
九
、
四
八
二
俵
）

と
六
十
年
度
当
初
よ
り
一
、
四
三

二
俵
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
転
作
而
積
に
つ
い
て
、
町
で
は

こ
れ
ま
で
同
様
戸
別
割
り
当
て
を

行
わ
な
い
方
針
で
す
が
、
農
家
個

個
の
自
主
的
な
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
松
之
山
町
は
昨
年
ま
で
農
家
の

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
、

常
に
転
作
目
標
而
積
を
完
全
達
成

し
て
来
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
年

度
の
実
績
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
目
標
．
面
積
七
六
・
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
対
し
実
施
面
積
七
七
・
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、

〇
一
・
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
転
作
内
容
も
年
々
変
化
し
て
来
脆

て
い
ま
す
が
、
五
十
八
年
度
よ
り

実
績
（
杉
・
桐
・
果
樹
な
ど
交
付

期
間
終
了
後
の
も
の
）
が
算
入
さ
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
の
．
小
　
8

め
る
割
合
が
相
当
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
．

1特鷲惣＼
転作等実　　24．6％

　施面積
77．7ha
lOl．9％　　　 ＼　　『く

　定着分（実績算入）
　13．4ha17．2％

通年施行
5．1ha
6．6％

82．8

保全管理
5．3ha
6．8％

一般作物
29．7ha　38．3％

作　　　　物 而　積 ％

野　　　　菜 12．2 41．1

加工用占刈稲 0．8 2．7

た　　ば　　こ 1．5 5．1

小　　　　1、え 2．3 7．7

水田養魚 6．8 22．9

林　　　　地 5．7 19．2

そ　の　　他 0．4 1．3

計 29．7 100．0

転作実施面積の動向

　　　2．1

●

目標面積
36．Oha

　51．2

69．9

38．5　　　　64．3

　　　　　　　　71．3

89．5

6乙・　　　　　95．3

5．8
81．6

　　　　　　　　76．3

83．4

77．7

8．4

8．7
11．9

保
全
管
理
23．9

31．1

9．3

19．6

33．6

21．9

5．3

　カ
　ウ
　ン
　ト

13．4
通
年
施
行
2
4
． 4

11．5
10．5

5．1

4．5

27．3
30．4

5．3

35．4

一
般
作
物
2
9
．7

12．9

3．2

27．3
24．0

ノ釜

斜、

13．9

9．5

21．5

13．6

7．9

20．0

5．0

賢
採．

靭
1
9 ．2

11．6

8．3 17．9

7．7

7．3 14．0

5．8

6．4

年度　53　　　54　　　55　　　56　　　57　　　58　　　59　　　60
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まつのやま（4〕

最小経費で最大の効果を

一町行政改革大綱決まる

　
国
に
お
け
る
行
政
改
革
に
引
き

続
き
、
自
治
省
よ
り
全
国
の
地
方

公
共
団
体
に
行
政
改
革
大
綱
を
定

め
る
よ
う
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
れ
を
受
け
て
行
革
委

員
を
選
任
し
、
二
度
に
わ
た
り
審

議
を
頂
き
、
1
2
月
に
町
の
行
革
大

綱
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
の
こ
理
解
と
こ
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、

行
政
改
革
の
基
本
方
針

H
、
行
政
改
革
の
必
要
性

　
行
政
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

住
民
福
祉
の
増
進
で
あ
り
、
そ
の

処
埋
に
当
っ
て
は
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
当
町
の
行
財
政
を
取
り
ま
く
環

境
が
非
常
に
厳
し
い
今
日
、
行
財

政
運
営
全
般
に
つ
い
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
自
主
財
源
の
強

化
を
固
め
る
た
め
適
切
な
対
応
を

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

口
、
行
政
改
革
推
進
の
基
本
姿
勢

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
行
政
全
般

に
わ
た
っ
て
、
節
減
、
合
理
化
に

っ
と
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

行
政
改
革
は
毎
年
の
積
み
重
ね
が

大
切
な
の
で
常
時
こ
れ
を
推
進
し

て
行
く
も
の
と
す
る
。
な
お
、
こ

の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ
な
い
よ

う
に
配
慮
し
住
民
の
理
解
と
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
、
実
施
可
能
な

も
の
か
ら
実
行
す
る
も
の
と
す
る
。

ア
　
財
政
健
全
化
に
つ
と
め
、
財

　
源
の
有
効
利
胴
、
施
策
の
選
択

占
ス
ト
の
低
減
方
策
、
等
で
き

　
る
だ
け
効
率
射
な
合
理
化
に
つ

　
と
め
る
。

イ
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
減

　
ら
す
だ
け
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

　
く
、
必
要
な
分
野
に
つ
い
て
は

　
積
極
的
に
充
実
強
化
を
図
る
。

ウ
、
　
『
ム
ダ
』
を
排
除
し
財
源
強

　
化
に
努
め
る
．

エ
、
国
、
県
に
対
し
て
も
補
助
金

　
申
請
事
務
の
簡
素
化
等
、
合
理

　
化
に
つ
い
て
要
蝦
し
て
行
く
も

　
の
と
す
る
。

国
、
過
去
十
年
問
に
お
い
て
町
が

実
施
し
て
き
た
合
理
化
対
策

△
税
務
課
を
廃
止
し
総
務
課
に
統

　
合
　
　
　
　
（
昭
和
κ
卜
年
度
）

△
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
i
、
民
俗

　
資
料
館
、
町
民
体
育
館
等
、
一

　
連
の
施
設
の
統
轄
管
理
の
必
要

　
性
か
ら
教
育
委
員
会
喉
務
局
を

　
公
民
館
と
と
も
に
白
然
休
養
村

　
セ
ン
タ
ー
に
移
転

　
　
　
　
（
昭
和
五
十
三
年
度
）

△
松
之
山
町
役
場
浦
田
支
所
を
廃

　
止
　
　
　
（
昭
和
五
十
五
年
度
）

△
松
之
山
小
学
校
川
手
分
校
を
廃

　
止
、
松
之
山
小
学
校
へ
統
合

　
　
　
　
（
昭
和
五
卜
六
年
度
）

△
坪
野
小
学
校
を
廃
止
、
松
之
山

小
学
校
へ
統
合

　
　
　
　
（
昭
和
κ
卜
六
年
度
）

△
浦
田
診
療
所
を
廃
止
、
松
之
山

　
小
レ
療
所
「
へ
統
八
ロ

　
　
　
　
（
昭
和
五
ト
し
年
度
）

△
町
営
ス
キ
ー
場
を
始
め
と
す
る

　
観
光
開
発
推
進
の
た
め
振
肌
ハ
課

　
を
設
置
（
昭
和
κ
ト
し
年
度
）

△
欠
員
不
補
充
に
よ
り
定
貝
削
減

　
二
名
　
　
（
昭
和
κ
卜
几
年
度
）

　
こ
れ
ら
の
実
績
を
ふ
ま
え
て
、

今
後
共
、
合
理
化
の
推
進
を
図
っ

て
行
く
も
の
と
す
る
。

個
、
今
後
の
合
理
化
対
策
の
方
向

、
事
務
事
業
の
兄
直
し

　
喉
務
喉
業
の
見
直
し
は
、
行
政

の
効
率
化
、
行
政
の
公
平
と
い
う

視
点
か
ら
行
う
こ
と
と
し
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
奨
励
す

る
意
義
の
薄
れ
た
事
業
、
存
続
す

る
意
義
の
薄
れ
た
弱
業
、
等
の
兆

止
、
縮
小
と
、
目
的
、
対
象
、
方

法
等
が
類
似
し
て
い
る
事
業
の
統

合
に
つ
い
て
検
討
す
る
ほ
か
使
川

料
及
び
乎
数
料
等
に
つ
い
て
も
適

正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
見
直
し
、

他
町
村
の
動
向
も
考
慮
し
て
料
金

の
適
正
化
を
検
討
す
る
。

組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化

　
将
来
的
に
は
、
事
業
量
の
変
化

に
伴
っ
て
振
興
課
、
建
設
課
、
産

業
課
に
っ
い
て
再
編
成
の
検
討
が

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
差
し

当
っ
て
は
、
他
の
方
法
で
胚
務
を

行
っ
て
も
効
率
化
が
図
ら
れ
る
も

の
と
し
て
、
各
種
委
員
会
協
議
会

等
に
つ
い
て
見
直
し
の
検
討
を
す

る
も
の
と
す
る
。

定
員
管
理
の
適
正
化

　
喉
業
量
に
見
へ
H
っ
た
適
正
な
人

娯
配
趾
に
努
め
な
が
ら
、
雅
務
喉

業
の
見
直
し
や
定
員
削
械
も
含
め

て
検
討
し
適
正
な
定
貝
管
理
に
つ

と
め
る
。

四
、
職
員
の
能
力
開
発

　
職
員
の
能
力
、
資
質
の
向
ト
を

図
る
た
め
、
研
修
機
会
と
研
修
内

容
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

職
員
の
自
主
計
画
に
よ
る
研
修
の

充
実
を
図
る
。

O
A
化
等
に
よ
る
事
務
改
簿

　
胚
務
の
O
A
化
に
つ
い
て
は
ま

だ
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る

が
、
今
後
計
画
的
な
O
A
化
を
進

め
、
行
政
効
率
の
向
上
と
省
力
を

図
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
直
接

の
業
務
で
民
問
に
委
託
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
民

問
委
託
を
す
る
方
向
で
委
託
内
容

を
含
め
て
検
討
す
る
。

二
、
当
面
の
措
置
事
項

　
当
而
の
措
躍
事
項
と
し
て
は
、

昭
和
六
十
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二

年
度
の
問
に
お
い
て
、
次
の
喉
項

に
つ
い
て
検
討
し
実
施
す
る
。

H
、
事
務
事
業
の
見
直
し

△
各
課
の
餐
務
事
業
の
内
容
に
っ

　
い
て
見
直
す

　
　
　
　
（
昭
和
六
卜
一
年
度
）

△
各
種
使
用
料
、
手
数
料
に
つ
い

　
て
検
討
（
昭
和
六
十
一
年
度
）

△
各
種
補
助
金
の
内
容
と
効
果
に

　
つ
い
て
検
討

　
　
　
　
（
昭
和
六
±
年
度
）

口
、
組
織
、
機
構
の
簡
素
合
理
化

△
消
防
委
員
会
の
廃
止

　
　
　
　
（
昭
和
六
十
…
年
度
）

△
自
然
休
養
村
嘉
業
運
営
協
議
会

　
の
廃
止
（
昭
和
六
十
｝
年
度
）

△
背
少
年
育
成
町
民
会
議
の
廃
止

　
　
　
　
（
昭
和
六
十
一
年
度
）

△
松
之
山
小
学
校
黒
倉
分
校
を
廃

　
止
し
松
之
山
小
学
校
へ
統
合

　
　
　
　
（
昭
和
六
卜
三
年
度
）

．
国
、
定
員
管
理
の
適
正
化

△
定
員
二
名
を
削
滅
す
る
（
欠
員

　
不
補
充
）

　
（
昭
和
六
卜
二
年
度
ま
で
）

㈲
、
職
員
の
能
力
開
発

△
研
修
機
会
の
増
加
に
よ
る
研
修

　
範
囲
の
拡
大

　
　
　
　
（
昭
和
六
卜
一
年
度
）

国
、
O
A
化
等
に
よ
る
事
務
改
蕃

ム
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
導
入

　
　
　
　
　
（
昭
和
六
レ
年
度
）

△
除
甫
，
業
務
の
皿
部
を
民
間
業
者

　
に
委
託
（
昭
和
六
十
二
年
度
）

“
図
書
を

ご
利
用
下
さ
い
”

　
公
民
館
図
書
室
は
休
養
村
セ
ン

タ
ー
二
階
に
あ
り
ま
す
が
、
地
理

的
な
関
係
も
あ
っ
て
、
余
り
利
用

さ
れ
な
い
の
が
悩
み
の
種
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
対
策
を
考
え
た
末
、

次
の
こ
と
を
実
施
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

増え続ける心臓病

成人病予防週間

2月1巳～7目
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の㌔
紡
事

。
　
し
罪

　
　
　
心
峰
病

　
　
　
〃

館民

（5）まつのやま

公

図書の紹介

‘
k

幽
・
）

灘、誕
曝

9

◎
グ
ル
ー
プ
読
書
の
す
す
め

　
隣
近
所
の
方
々
で
話
し
合
わ
れ

て
、
図
書
の
回
し
読
み
を
し
て
み

た
い
と
い
う
ご
希
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
七
人
く
ら
い
の
グ
ル
ー
プ

を
目
途
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
際
は
本
の
種
類
や

名
称
．
代
表
者
の
お
名
前
を
公
民

館
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
大
人
だ
け
で
な
く
、
親
と
ヂ
、

子
ど
も
会
な
ど
で
も
グ
ル
ー
プ
が

ま
と
ま
れ
ば
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
「
公
民
館
ま
で
出
か
け
て

い
く
の
は
ち
ょ
っ
と
…
…
」
と
い

う
方
の
た
め
に
、
町
内
の
主
な
公

共
施
設
な
ど
に
、
巡
回
図
書
の
設

置
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
節
は
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　
こ
こ
に
掲
械
し
た
図
書
は
、
六

卜
年
度
前
半
か
ら
設
置
し
た
も
の

で
す
。
｝
階
・
ビ
ー
に
は
雑
誌
や

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
貸
出
冊
数
　
…
人
三
冊
以
内

○
貸
出
期
問
　
十
口
間

◎
文
学

○
坂
口
安
吾
研
究
　
全
こ
巻

○
坂
ロ
安
吾
全
集
　
全
十
三
巻

o
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
集

○
不
連
続
殺
人
喉
件
　
○
堕
落
論

○
能
面
の
秘
密
　
○
白
痴
・
二
流

の
人
　
O
暗
い
冑
轟
・
魔
の
退
屈

O
万
葉
樂
三
　
〇
万
葉
名
歌

○
長
編
小
説
集
　
全
二
十
巻

◎
歴
史

○
決
定
版
昭
和
史
　
全
二
卜
｝
巻

O
新
潟
県
史
　
資
料
編
1
6
・
2
1

0
蒔
飾
区
史
上
・
中
・
下
巻

○
津
南
町
史
　
通
史
編
上
下
巻

○
高
柳
町
史
　
本
文
・
資
料
編

○
隊
員
の
乎
記
・
第
7
2
兵
姑
病
院

○
越
後
国
郡
絵
図
二
瀬
波
椰

◎
芸
術

○
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ボ
ザ
ー
ル
展

○
郷
土
の
文
化
財
写
真
集

♀
，
の
庄

◎
哲
学

○
和
英
対
照
仏
教
聖
典

◎
総
記

O
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
雅
典
全
八
巻

O
明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
血
公
王
五
巻

　
な
お
、
貸
出
冊
数
は
一
人
三
冊

以
内
、
貸
出
期
間
は
レ
日
間
で
す
．



ー
①
N
F
ー

まつのやま（4〕

最小経費で最大の効果を

一町行政改革大綱決まる

　
国
に
お
け
る
行
政
改
革
に
引
き

続
き
、
自
治
省
よ
り
全
国
の
地
方

公
共
団
体
に
行
政
改
革
大
綱
を
定

め
る
よ
う
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
こ
れ
を
受
け
て
行
革
委

員
を
選
任
し
、
二
度
に
わ
た
り
審

議
を
頂
き
、
1
2
月
に
町
の
行
革
大

綱
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
の
こ
理
解
と
こ
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、

行
政
改
革
の
基
本
方
針

H
、
行
政
改
革
の
必
要
性

　
行
政
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

住
民
福
祉
の
増
進
で
あ
り
、
そ
の

処
埋
に
当
っ
て
は
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
当
町
の
行
財
政
を
取
り
ま
く
環

境
が
非
常
に
厳
し
い
今
日
、
行
財

政
運
営
全
般
に
つ
い
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
自
主
財
源
の
強

化
を
固
め
る
た
め
適
切
な
対
応
を

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

口
、
行
政
改
革
推
進
の
基
本
姿
勢

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
行
政
全
般

に
わ
た
っ
て
、
節
減
、
合
理
化
に

っ
と
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

行
政
改
革
は
毎
年
の
積
み
重
ね
が

大
切
な
の
で
常
時
こ
れ
を
推
進
し

て
行
く
も
の
と
す
る
。
な
お
、
こ

の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ
な
い
よ

う
に
配
慮
し
住
民
の
理
解
と
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
、
実
施
可
能
な

も
の
か
ら
実
行
す
る
も
の
と
す
る
。

ア
　
財
政
健
全
化
に
つ
と
め
、
財

　
源
の
有
効
利
胴
、
施
策
の
選
択

占
ス
ト
の
低
減
方
策
、
等
で
き

　
る
だ
け
効
率
射
な
合
理
化
に
つ

　
と
め
る
。

イ
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
減

　
ら
す
だ
け
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

　
く
、
必
要
な
分
野
に
つ
い
て
は

　
積
極
的
に
充
実
強
化
を
図
る
。

ウ
、
　
『
ム
ダ
』
を
排
除
し
財
源
強

　
化
に
努
め
る
．

エ
、
国
、
県
に
対
し
て
も
補
助
金

　
申
請
事
務
の
簡
素
化
等
、
合
理

　
化
に
つ
い
て
要
蝦
し
て
行
く
も

　
の
と
す
る
。

国
、
過
去
十
年
問
に
お
い
て
町
が

実
施
し
て
き
た
合
理
化
対
策

△
税
務
課
を
廃
止
し
総
務
課
に
統

　
合
　
　
　
　
（
昭
和
κ
卜
年
度
）

△
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
i
、
民
俗

　
資
料
館
、
町
民
体
育
館
等
、
一

　
連
の
施
設
の
統
轄
管
理
の
必
要

　
性
か
ら
教
育
委
員
会
喉
務
局
を

　
公
民
館
と
と
も
に
白
然
休
養
村

　
セ
ン
タ
ー
に
移
転

　
　
　
　
（
昭
和
五
十
三
年
度
）

△
松
之
山
町
役
場
浦
田
支
所
を
廃

　
止
　
　
　
（
昭
和
五
十
五
年
度
）

△
松
之
山
小
学
校
川
手
分
校
を
廃

　
止
、
松
之
山
小
学
校
へ
統
合

　
　
　
　
（
昭
和
五
卜
六
年
度
）

△
坪
野
小
学
校
を
廃
止
、
松
之
山

小
学
校
へ
統
合

　
　
　
　
（
昭
和
κ
卜
六
年
度
）

△
浦
田
診
療
所
を
廃
止
、
松
之
山

　
小
レ
療
所
「
へ
統
八
ロ

　
　
　
　
（
昭
和
五
ト
し
年
度
）

△
町
営
ス
キ
ー
場
を
始
め
と
す
る

　
観
光
開
発
推
進
の
た
め
振
肌
ハ
課

　
を
設
置
（
昭
和
κ
ト
し
年
度
）

△
欠
員
不
補
充
に
よ
り
定
貝
削
減

　
二
名
　
　
（
昭
和
κ
卜
几
年
度
）

　
こ
れ
ら
の
実
績
を
ふ
ま
え
て
、

今
後
共
、
合
理
化
の
推
進
を
図
っ

て
行
く
も
の
と
す
る
。

個
、
今
後
の
合
理
化
対
策
の
方
向

、
事
務
事
業
の
兄
直
し

　
喉
務
喉
業
の
見
直
し
は
、
行
政

の
効
率
化
、
行
政
の
公
平
と
い
う

視
点
か
ら
行
う
こ
と
と
し
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
奨
励
す

る
意
義
の
薄
れ
た
事
業
、
存
続
す

る
意
義
の
薄
れ
た
弱
業
、
等
の
兆

止
、
縮
小
と
、
目
的
、
対
象
、
方

法
等
が
類
似
し
て
い
る
事
業
の
統

合
に
つ
い
て
検
討
す
る
ほ
か
使
川

料
及
び
乎
数
料
等
に
つ
い
て
も
適

正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
見
直
し
、

他
町
村
の
動
向
も
考
慮
し
て
料
金

の
適
正
化
を
検
討
す
る
。

組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化

　
将
来
的
に
は
、
事
業
量
の
変
化

に
伴
っ
て
振
興
課
、
建
設
課
、
産

業
課
に
っ
い
て
再
編
成
の
検
討
が

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
差
し

当
っ
て
は
、
他
の
方
法
で
胚
務
を

行
っ
て
も
効
率
化
が
図
ら
れ
る
も

の
と
し
て
、
各
種
委
員
会
協
議
会

等
に
つ
い
て
見
直
し
の
検
討
を
す

る
も
の
と
す
る
。

定
員
管
理
の
適
正
化

　
喉
業
量
に
見
へ
H
っ
た
適
正
な
人

娯
配
趾
に
努
め
な
が
ら
、
雅
務
喉

業
の
見
直
し
や
定
員
削
械
も
含
め

て
検
討
し
適
正
な
定
貝
管
理
に
つ

と
め
る
。

四
、
職
員
の
能
力
開
発

　
職
員
の
能
力
、
資
質
の
向
ト
を

図
る
た
め
、
研
修
機
会
と
研
修
内

容
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

職
員
の
自
主
計
画
に
よ
る
研
修
の

充
実
を
図
る
。

O
A
化
等
に
よ
る
事
務
改
簿

　
胚
務
の
O
A
化
に
つ
い
て
は
ま

だ
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る

が
、
今
後
計
画
的
な
O
A
化
を
進

め
、
行
政
効
率
の
向
上
と
省
力
を

図
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
直
接

の
業
務
で
民
問
に
委
託
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
民

問
委
託
を
す
る
方
向
で
委
託
内
容

を
含
め
て
検
討
す
る
。

二
、
当
面
の
措
置
事
項

　
当
而
の
措
躍
事
項
と
し
て
は
、

昭
和
六
十
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二

年
度
の
問
に
お
い
て
、
次
の
喉
項

に
つ
い
て
検
討
し
実
施
す
る
。

H
、
事
務
事
業
の
見
直
し

△
各
課
の
餐
務
事
業
の
内
容
に
っ

　
い
て
見
直
す

　
　
　
　
（
昭
和
六
卜
一
年
度
）

△
各
種
使
用
料
、
手
数
料
に
つ
い

　
て
検
討
（
昭
和
六
十
一
年
度
）

△
各
種
補
助
金
の
内
容
と
効
果
に

　
つ
い
て
検
討

　
　
　
　
（
昭
和
六
±
年
度
）

口
、
組
織
、
機
構
の
簡
素
合
理
化

△
消
防
委
員
会
の
廃
止

　
　
　
　
（
昭
和
六
十
…
年
度
）

△
自
然
休
養
村
嘉
業
運
営
協
議
会

　
の
廃
止
（
昭
和
六
十
｝
年
度
）

△
背
少
年
育
成
町
民
会
議
の
廃
止

　
　
　
　
（
昭
和
六
十
一
年
度
）

△
松
之
山
小
学
校
黒
倉
分
校
を
廃

　
止
し
松
之
山
小
学
校
へ
統
合

　
　
　
　
（
昭
和
六
卜
三
年
度
）

．
国
、
定
員
管
理
の
適
正
化

△
定
員
二
名
を
削
滅
す
る
（
欠
員

　
不
補
充
）

　
（
昭
和
六
卜
二
年
度
ま
で
）

㈲
、
職
員
の
能
力
開
発

△
研
修
機
会
の
増
加
に
よ
る
研
修

　
範
囲
の
拡
大

　
　
　
　
（
昭
和
六
卜
一
年
度
）

国
、
O
A
化
等
に
よ
る
事
務
改
蕃

ム
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
導
入

　
　
　
　
　
（
昭
和
六
レ
年
度
）

△
除
甫
，
業
務
の
皿
部
を
民
間
業
者

　
に
委
託
（
昭
和
六
十
二
年
度
）

“
図
書
を

ご
利
用
下
さ
い
”

　
公
民
館
図
書
室
は
休
養
村
セ
ン

タ
ー
二
階
に
あ
り
ま
す
が
、
地
理

的
な
関
係
も
あ
っ
て
、
余
り
利
用

さ
れ
な
い
の
が
悩
み
の
種
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
対
策
を
考
え
た
末
、

次
の
こ
と
を
実
施
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

増え続ける心臓病

成人病予防週間

2月1巳～7目
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の
O

勢
饗

。
り
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の㌔
紡
事

。
　
し
罪

　
　
　
心
峰
病

　
　
　
〃

館民

（5）まつのやま

公

図書の紹介

‘
k

幽
・
）

灘、誕
曝

9

◎
グ
ル
ー
プ
読
書
の
す
す
め

　
隣
近
所
の
方
々
で
話
し
合
わ
れ

て
、
図
書
の
回
し
読
み
を
し
て
み

た
い
と
い
う
ご
希
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
七
人
く
ら
い
の
グ
ル
ー
プ

を
目
途
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
際
は
本
の
種
類
や

名
称
．
代
表
者
の
お
名
前
を
公
民

館
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
大
人
だ
け
で
な
く
、
親
と
ヂ
、

子
ど
も
会
な
ど
で
も
グ
ル
ー
プ
が

ま
と
ま
れ
ば
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
「
公
民
館
ま
で
出
か
け
て

い
く
の
は
ち
ょ
っ
と
…
…
」
と
い

う
方
の
た
め
に
、
町
内
の
主
な
公

共
施
設
な
ど
に
、
巡
回
図
書
の
設

置
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
節
は
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　
こ
こ
に
掲
械
し
た
図
書
は
、
六

卜
年
度
前
半
か
ら
設
置
し
た
も
の

で
す
。
｝
階
・
ビ
ー
に
は
雑
誌
や

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
貸
出
冊
数
　
…
人
三
冊
以
内

○
貸
出
期
問
　
十
口
間

◎
文
学

○
坂
口
安
吾
研
究
　
全
こ
巻

○
坂
ロ
安
吾
全
集
　
全
十
三
巻

o
坂
口
安
吾
・
太
宰
治
集

○
不
連
続
殺
人
喉
件
　
○
堕
落
論

○
能
面
の
秘
密
　
○
白
痴
・
二
流

の
人
　
O
暗
い
冑
轟
・
魔
の
退
屈

O
万
葉
樂
三
　
〇
万
葉
名
歌

○
長
編
小
説
集
　
全
二
十
巻

◎
歴
史

○
決
定
版
昭
和
史
　
全
二
卜
｝
巻

O
新
潟
県
史
　
資
料
編
1
6
・
2
1

0
蒔
飾
区
史
上
・
中
・
下
巻

○
津
南
町
史
　
通
史
編
上
下
巻

○
高
柳
町
史
　
本
文
・
資
料
編

○
隊
員
の
乎
記
・
第
7
2
兵
姑
病
院

○
越
後
国
郡
絵
図
二
瀬
波
椰

◎
芸
術

○
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ボ
ザ
ー
ル
展

○
郷
土
の
文
化
財
写
真
集

♀
，
の
庄

◎
哲
学

○
和
英
対
照
仏
教
聖
典

◎
総
記

O
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
雅
典
全
八
巻

O
明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
血
公
王
五
巻

　
な
お
、
貸
出
冊
数
は
一
人
三
冊

以
内
、
貸
出
期
間
は
レ
日
間
で
す
．
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婿投げ
すみぬり祭

7　　　、
、」【
　　　　　　、　　　　一

　　　　玄関から肩にかつがれいざ出陣

あ
ん
た
が
大
将

　
毎
年
テ
レ
ビ
・
雑
誌
等
で
紹
介

さ
れ
奇
祭
と
し
て
全
国
的
に
す
っ

が
り
有
名
と
な
っ
た
、
松
之
山
温

泉
の
婿
投
げ
、
す
み
ぬ
り
祭
が
、

今
年
も
一
月
レ
κ
日
の
午
後
、
多

く
の
観
光
客
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
天
候
も
回
復
し
好
天

の
中
、
町
内
各
地
で
色
々
な
小
正

月
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

婿
投
げ
の
元
祖
と
も
い
う
べ
き
天

水
越
部
落
で
は
数
十
年
ぶ
り
で
婿

投
げ
を
復
活
し
、
昨
年
秋
に
結
婚

し
た
佐
藤
充
さ
ん
が
、
そ
の
第
一

堂
脇
の
高
台
に
あ
る
広
場
に
場
所

を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
主
の
お
祓
い
、
予
じ
め
、
宝

み
か
ん
拾
い
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、

佐
藤
夫
妻
に
よ
っ
て
高
さ
七
メ
ー

ト
ル
程
に
作
ら
れ
た
ざ
い
の
伸
に

火
が
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
火
が
消
え
か
か
る
こ
ろ
に
な
る

と
、
い
よ
い
よ
ス
ミ
ぬ
り
の
始
ま

り
で
す
．
灰
と
雪
を
混
ぜ
て
ス
、
、
、

ψ

虻灘讐備

ホラ貝の合図でサイの神がスタート

号
と
し
て
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
松
之
山
温
泉
で
婿
投
げ
を

さ
れ
た
の
は
、
佐
藤
太
一
・
美
津

子
さ
ん
夫
妻
で
、
午
後
二
時
、
湯

本
の
若
い
衆
に
か
つ
が
れ
て
村
は

ず
れ
の
薬
師
堂
ま
で
登
り
、
み
ん

な
で
お
神
酒
を
い
た
だ
い
て
か
ら

美
津
子
さ
ん
が
心
配
そ
う
に
見
守

る
中
、
い
ち
、
に
、
さ
ん
、
の
か

け
声
と
と
も
に
五
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
ガ
ケ
下
に
投
げ
ら
れ
、
雪
ま
み

れ
に
な
り
な
が
ら
も
無
事
大
役
を

は
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
す
み
ぬ
り
祭
が
薬
師

を
作
り
誰
か
れ
と
な
く
「
お
め
で

と
う
し
と
い
い
な
が
ら
顔
に
ぬ
り

あ
っ
て
今
年
一
年
の
無
病
息
災
を

祈
り
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
奇
祭
を
見
よ
う
と
三
百
人

あ
ま
り
の
観
光
客
、
カ
メ
ラ
マ
ン

が
訪
ず
れ
ま
し
た
が
、
み
ん
な
真

っ
黒
に
ぬ
ら
れ
な
が
ら
も
地
地
の

人
と
一
体
と
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

奇薬
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あ
ん
た
が
大
将

　
毎
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ビ
・
雑
誌
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で
紹
介

さ
れ
奇
祭
と
し
て
全
国
的
に
す
っ

が
り
有
名
と
な
っ
た
、
松
之
山
温

泉
の
婿
投
げ
、
す
み
ぬ
り
祭
が
、

今
年
も
一
月
レ
κ
日
の
午
後
、
多

く
の
観
光
客
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
天
候
も
回
復
し
好
天

の
中
、
町
内
各
地
で
色
々
な
小
正

月
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

婿
投
げ
の
元
祖
と
も
い
う
べ
き
天

水
越
部
落
で
は
数
十
年
ぶ
り
で
婿

投
げ
を
復
活
し
、
昨
年
秋
に
結
婚

し
た
佐
藤
充
さ
ん
が
、
そ
の
第
一

堂
脇
の
高
台
に
あ
る
広
場
に
場
所

を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
主
の
お
祓
い
、
予
じ
め
、
宝

み
か
ん
拾
い
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、

佐
藤
夫
妻
に
よ
っ
て
高
さ
七
メ
ー

ト
ル
程
に
作
ら
れ
た
ざ
い
の
伸
に

火
が
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
火
が
消
え
か
か
る
こ
ろ
に
な
る
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よ
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よ
ス
ミ
ぬ
り
の
始
ま

り
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す
．
灰
と
雪
を
混
ぜ
て
ス
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、

ψ

虻灘讐備
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と
し
て
投
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し
た
。

　
今
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松
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温
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で
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投
げ
を
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れ
た
の
は
、
佐
藤
太
一
・
美
津

子
さ
ん
夫
妻
で
、
午
後
二
時
、
湯

本
の
若
い
衆
に
か
つ
が
れ
て
村
は

ず
れ
の
薬
師
堂
ま
で
登
り
、
み
ん

な
で
お
神
酒
を
い
た
だ
い
て
か
ら

美
津
子
さ
ん
が
心
配
そ
う
に
見
守

る
中
、
い
ち
、
に
、
さ
ん
、
の
か

け
声
と
と
も
に
五
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
ガ
ケ
下
に
投
げ
ら
れ
、
雪
ま
み

れ
に
な
り
な
が
ら
も
無
事
大
役
を

は
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
す
み
ぬ
り
祭
が
薬
師

を
作
り
誰
か
れ
と
な
く
「
お
め
で

と
う
し
と
い
い
な
が
ら
顔
に
ぬ
り

あ
っ
て
今
年
一
年
の
無
病
息
災
を

祈
り
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
奇
祭
を
見
よ
う
と
三
百
人

あ
ま
り
の
観
光
客
、
カ
メ
ラ
マ
ン

が
訪
ず
れ
ま
し
た
が
、
み
ん
な
真

っ
黒
に
ぬ
ら
れ
な
が
ら
も
地
地
の

人
と
一
体
と
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
し
て
い
る
様
子
で
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た
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まつのやま㈲

火災発生率県下第一位！7松之山町

　
小
正
月
を
朋
近
く
に
し
た
『
月
、

三
H
か
ら
ト
四
H
に
か
け
て
、
二

件
の
火
災
と
｝
件
の
交
通
喉
故
が

連
続
し
て
発
生
し
、
　
一
戸
が
全
焼
、

』
父
通
事
故
で
｝
人
の
方
が
』
」
く
な

ら
れ
ま
し
た
。

　
卜
三
目
の
朝
し
時
頃
、
天
水
越

部
落
で
電
気
の
コ
ン
セ
ン
ト
付
近

よ
り
出
火
し
、
壁
の
一
部
を
焼
く

ボ
ヤ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ヤ

の
場
合
、
電
気
L
布
の
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
か
ず
に
、
そ
の
ま
ま
折
り

た
た
ん
で
お
い
た
も
の
が
加
熱
し

て
長
時
間
か
け
て
壁
に
燃
え
移
っ

た
も
の
で
、
電
気
器
H
パ
の
取
り
扱

い
方
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
十
四
H
午
前
…
時
頃
、
水

梨
部
落
で
も
、
は
っ
ぴ
カ
マ
ド
の

加
熱
が
原
因
と
思
わ
れ
る
火
災
が

発
生
し
、
家
族
に
ケ
ガ
人
等
な
か

っ
た
も
の
の
、
必
死
の
消
火
作
業

の
か
い
も
な
く
『
軒
全
焼
し
ま
し

た
。

　
冬
は
暖
房
器
H
．
ハ
等
に
よ
り
電
気
、

石
油
な
ど
火
を
使
う
機
会
が
大
変

多
い
と
思
い
ま
す
。
正
し
く
安
全

に
使
用
し
て
、
絶
対
火
喉
を
…
さ

な
い
よ
う
ト
分
注
意
し
て
、
ト
さ
い
。

　
松
之
山
の
火
災
発
生
率
は
県
下

】
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
不
名
誉
な
記
録
を
返
L
す

る
よ
う
町
民
ぐ
る
み
で
、
防
火
意

識
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

◎
交
通
骸
故
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
十
三
H
午
前
卜
］
時
頃
、
湯
山

部
落
の
県
道
で
、
道
路
除
雪
作
業

中
の
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
に
、
お
ば

あ
さ
ん
が
引
か
れ
即
死
す
る
と
い

う
　
い
た
ま
し
い
雰
故
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
事
故
は
、
不
注
意
が
重
な

り
あ
っ
て
お
き
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
除
弔
，
唯
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
な
ど
の
場
合
、
死
角
（
運
転
手

か
ら
見
え
な
い
部
分
）
が
普
通
の

屯
な
ど
よ
り
非
常
に
多
い
の
で
、

す
ぐ
前
や
後
、
脇
な
ど
通
り
過
ぎ

る
と
き
は
、
必
要
以
上
に
注
意
が

必
要
で
す
．

　
ま
た
、
除
栄
，
卓
だ
け
で
な
く
】

般
の
唯
も
栄
奮
の
降
る
日
な
ど
は
、

視
界
が
非
常
に
悪
い
状
態
で
走
っ

て
い
る
事
が
多
い
の
で
、
歩
行
者

も
目
立
ち
や
す
い
服
装
や
反
射
板

な
ど
を
付
け
る
な
ど
白
己
坊
街
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
／
f
　
‘

努
め
て
下
さ
い
。

皿
、
◎

　ゲー1－
　N・畷一⊇
ゆ、’、
＿　　　 曾

所
得
税
の
確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　
昭
和
六
卜
年
分
の
所
得
税
の
確

定
中
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。

　
所
得
税
の
確
定
巾
告
は
、
二
月

卜
六
H
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
は
三
月
卜
κ
H
（
L
）

で
す
が
、
期
限
問
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
や
町
の
税
務
係
は
大
変

混
雑
し
、
長
時
問
待
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で

確
定
巾
告
は
で
き
る
だ
け
u
「
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．

　
〈
正
し
い
確
定
中
告
を
〉

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状

況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税

者
が
、
自
分
の
所
得
を
卍
し
く
計

算
し
て
申
告
し
納
税
す
る
と
い
う

申
告
納
税
制
度
を
採
川
し
て
い
ま

す
．　
確
定
巾
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

闘
違
が
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま

す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め

る
だ
け
で
な
く
加
算
税
が
課
さ
れ
、

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
正
な
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
普
通
よ
り
屯
い
加
算

税
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
正
し
い
申
告
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
．

　
〈
臼
色
申
告
者
も

　
　
　
収
支
内
訳
書
の
添
付
を
〉

身
障
者
職
業
訓
練
生
募
集

　
　
　
　
　
　
国
立
石
川
県
身
障
者
訓
練
校

▽
募
集
科
目

　
製
版
印
刷
科
・
一
般
事
務
科
・

　
ト
レ
ー
ス
科
・
電
子
機
器
科
・

　
r
戎
皿
丁
　
　
勧
肌
戴
”
斧
斗

　
・
、
f
1
4
訴
　
．
　
k
r
・
石
暑
千

▽
応
募
資
格

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者

▽
願
需
の
提
出
先

　
近
く
の
公
共
職
業
安
定
所
を
経

　
由
し
て
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫

▽
応
募
締
め
切
り

三
月
二
＋
日
（
但
し
願
書
提
掲

　
者
よ
り
而
接
選
考
を
行
い
、
定

　
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
そ
の
他

　
詳
細
は
電
話
〇
七
六
二
ー
四
八

　
ー
二
二
三
五
当
校
か
安
定
所
へ

　
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

豪
雪
地
帯
に
建
設
す
る
住
宅
の

床
面
積
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
豪
雨
，
地
帯
（
新
潟
県
全
域
）
に

　
一
戸
建
及
び
連
続
建
の
住
宅
を
建

設
す
る
揚
合
で
、
次
の
も
の
を
造

る
と
き
は
、
そ
の
部
分
を
一
戸
当

た
り
の
床
而
積
、
に
含
め
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
公
庫
融
資
が
よ

、
り
広
く
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
取
扱
い
は
、
昭
和

六
十
年
十
一
月
一
H
以
降
に
設
計

審
査
を
中
請
す
る
も
の
か
ら
適
用

　
事
業
所
得
等
（
質
業
所
得
、
不

動
産
所
得
・
山
林
所
得
を
い
い
ま

す
）
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
な
っ

て
い
る
場
介
（
占
色
中
．
告
蒔
を
提

…
す
る
場
合
を
除
く
）
に
は
、
確

定
巾
告
書
を
提
出
す
る
と
き
に
、

そ
の
年
の
総
収
入
金
．
額
や
必
要
経

費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳

書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
申
告
菖
を
菖
く
時
に
は
、
　
「
所

得
税
の
確
定
巾
告
の
手
引
き
一
や

「
中
告
淋
の
書
き
か
た
」
を
参
考

に
し
て
ト
さ
い
。
　
「
申
告
書
の
k
日

き
か
た
」
に
、
小
さ
れ
て
い
る
番
・
ゲ

順
に
記
械
し
て
い
く
と
所
得
や
税

額
の
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

し
ま
す
。

▽
出
人
口
に
接
続
し
て
設
け
ら
れ

　
る
雨
，
除
室
。

▽
物
干
場
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、

　
冬
期
間
の
み
建
具
を
取
付
け
る

　
テ
ラ
ス
鱗
ザ
。

▽
除
雪
器
具
等
を
収
納
す
る
物
置

　
で
主
と
し
て
屋
外
か
ら
使
用
さ

　
れ
る
も
の
．

　
詳
し
い
慕
は
、
最
寄
り
の
金
融

公
庫
取
扱
い
店
で
お
聞
き
下
さ
い
。

納
税
相
談

▽
日
　
時

　
、
、
月
ト
し
H
（
月
）
か
ら

　
二
月
一
．
ト
一
H
（
金
）
ま
で

　
（
午
前
ん
時
よ
り
午
後
四
時
）

▽
場
所

松
之
山
町
役
場

※
税
務
署
・
役
場
か
ら
案
内
通
知

　
で
指
定
さ
れ
た
H
時
に
お
い
で

　
下
さ
い
．

※
八
’
回
の
相
談
は
、
確
定
巾
告
者

だ
け
で
す
．

　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相

　
談
と
受
理
は
二
月
二
卜
症
H
か

　
ら
三
月
し
H
ま
で
の
間
に
、
各

　
部
落
で
行
い
ま
す
。

樹まつのやま

匪憂山の未魏
　　　　絵画部門優秀賞

　
り遡

繭

君
”
“
、

浩
纂騨

　
　
煎階
越

講

剤

　
全
体
に
雑
な
感
じ
が
し
、
ま
と

ま
り
に
欠
け
る
が
、
内
容
的
に
チ

供
ら
し
い
夢
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
何
で
も
室
内

で
や
れ
る
梗
利
国
技
館
」
　
「
温
水

プ
ー
ル
」
等
に
松
之
山
の
自
然
の

ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
た
い
と
い
う

チ
供
ら
し
い
願
、
い
が
あ
り
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
。

　
彩
色
の
方
法
・
主
題
の
表
現
の

し
か
た
に
工
夫
が
ほ
し
か
っ
た
。

噛ちよつといい謡眺

松里のミニ書道展

　
お
正
月
か
ら
一
月
二
十
日
ま
で

天
水
越
集
会
所
に
お
い
て
、
書
初

め
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
山
の
山
岸
留
作
さ

ん
に
つ
い
て
習
字
を
習
っ
て
い
る

天
水
越
・
島
の
大
人
十
κ
～
六
人

と
小
学
生
の
作
品
展
な
の
で
す
が
、

な
か
／
＼
好
評
で
さ
い
分
椰
の
あ

と
な
ど
観
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
，

　
「
地
域
に
文
化
の
芽
ば
え
？
」

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
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火災発生率県下第一位！7松之山町

　
小
正
月
を
朋
近
く
に
し
た
『
月
、

三
H
か
ら
ト
四
H
に
か
け
て
、
二

件
の
火
災
と
｝
件
の
交
通
喉
故
が

連
続
し
て
発
生
し
、
　
一
戸
が
全
焼
、

』
父
通
事
故
で
｝
人
の
方
が
』
」
く
な

ら
れ
ま
し
た
。

　
卜
三
目
の
朝
し
時
頃
、
天
水
越

部
落
で
電
気
の
コ
ン
セ
ン
ト
付
近

よ
り
出
火
し
、
壁
の
一
部
を
焼
く

ボ
ヤ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ヤ

の
場
合
、
電
気
L
布
の
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
か
ず
に
、
そ
の
ま
ま
折
り

た
た
ん
で
お
い
た
も
の
が
加
熱
し

て
長
時
間
か
け
て
壁
に
燃
え
移
っ

た
も
の
で
、
電
気
器
H
パ
の
取
り
扱

い
方
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
十
四
H
午
前
…
時
頃
、
水

梨
部
落
で
も
、
は
っ
ぴ
カ
マ
ド
の

加
熱
が
原
因
と
思
わ
れ
る
火
災
が

発
生
し
、
家
族
に
ケ
ガ
人
等
な
か

っ
た
も
の
の
、
必
死
の
消
火
作
業

の
か
い
も
な
く
『
軒
全
焼
し
ま
し

た
。

　
冬
は
暖
房
器
H
．
ハ
等
に
よ
り
電
気
、

石
油
な
ど
火
を
使
う
機
会
が
大
変

多
い
と
思
い
ま
す
。
正
し
く
安
全

に
使
用
し
て
、
絶
対
火
喉
を
…
さ

な
い
よ
う
ト
分
注
意
し
て
、
ト
さ
い
。

　
松
之
山
の
火
災
発
生
率
は
県
下

】
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
不
名
誉
な
記
録
を
返
L
す

る
よ
う
町
民
ぐ
る
み
で
、
防
火
意

識
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

◎
交
通
骸
故
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
十
三
H
午
前
卜
］
時
頃
、
湯
山

部
落
の
県
道
で
、
道
路
除
雪
作
業

中
の
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
に
、
お
ば

あ
さ
ん
が
引
か
れ
即
死
す
る
と
い

う
　
い
た
ま
し
い
雰
故
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
事
故
は
、
不
注
意
が
重
な

り
あ
っ
て
お
き
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
除
弔
，
唯
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
な
ど
の
場
合
、
死
角
（
運
転
手

か
ら
見
え
な
い
部
分
）
が
普
通
の

屯
な
ど
よ
り
非
常
に
多
い
の
で
、

す
ぐ
前
や
後
、
脇
な
ど
通
り
過
ぎ

る
と
き
は
、
必
要
以
上
に
注
意
が

必
要
で
す
．

　
ま
た
、
除
栄
，
卓
だ
け
で
な
く
】

般
の
唯
も
栄
奮
の
降
る
日
な
ど
は
、

視
界
が
非
常
に
悪
い
状
態
で
走
っ

て
い
る
事
が
多
い
の
で
、
歩
行
者

も
目
立
ち
や
す
い
服
装
や
反
射
板

な
ど
を
付
け
る
な
ど
白
己
坊
街
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
／
f
　
‘

努
め
て
下
さ
い
。

皿
、
◎

　ゲー1－
　N・畷一⊇
ゆ、’、
＿　　　 曾

所
得
税
の
確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　
昭
和
六
卜
年
分
の
所
得
税
の
確

定
中
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。

　
所
得
税
の
確
定
巾
告
は
、
二
月

卜
六
H
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
は
三
月
卜
κ
H
（
L
）

で
す
が
、
期
限
問
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
や
町
の
税
務
係
は
大
変

混
雑
し
、
長
時
問
待
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で

確
定
巾
告
は
で
き
る
だ
け
u
「
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．

　
〈
正
し
い
確
定
中
告
を
〉

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状

況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税

者
が
、
自
分
の
所
得
を
卍
し
く
計

算
し
て
申
告
し
納
税
す
る
と
い
う

申
告
納
税
制
度
を
採
川
し
て
い
ま

す
．　
確
定
巾
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、

闘
違
が
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま

す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め

る
だ
け
で
な
く
加
算
税
が
課
さ
れ
、

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
正
な
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
普
通
よ
り
屯
い
加
算

税
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
正
し
い
申
告
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
．

　
〈
臼
色
申
告
者
も

　
　
　
収
支
内
訳
書
の
添
付
を
〉

身
障
者
職
業
訓
練
生
募
集

　
　
　
　
　
　
国
立
石
川
県
身
障
者
訓
練
校

▽
募
集
科
目

　
製
版
印
刷
科
・
一
般
事
務
科
・

　
ト
レ
ー
ス
科
・
電
子
機
器
科
・

　
r
戎
皿
丁
　
　
勧
肌
戴
”
斧
斗

　
・
、
f
1
4
訴
　
．
　
k
r
・
石
暑
千

▽
応
募
資
格

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者

▽
願
需
の
提
出
先

　
近
く
の
公
共
職
業
安
定
所
を
経

　
由
し
て
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫

▽
応
募
締
め
切
り

三
月
二
＋
日
（
但
し
願
書
提
掲

　
者
よ
り
而
接
選
考
を
行
い
、
定

　
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
そ
の
他

　
詳
細
は
電
話
〇
七
六
二
ー
四
八

　
ー
二
二
三
五
当
校
か
安
定
所
へ

　
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

豪
雪
地
帯
に
建
設
す
る
住
宅
の

床
面
積
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
豪
雨
，
地
帯
（
新
潟
県
全
域
）
に

　
一
戸
建
及
び
連
続
建
の
住
宅
を
建

設
す
る
揚
合
で
、
次
の
も
の
を
造

る
と
き
は
、
そ
の
部
分
を
一
戸
当

た
り
の
床
而
積
、
に
含
め
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
公
庫
融
資
が
よ

、
り
広
く
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
取
扱
い
は
、
昭
和

六
十
年
十
一
月
一
H
以
降
に
設
計

審
査
を
中
請
す
る
も
の
か
ら
適
用

　
事
業
所
得
等
（
質
業
所
得
、
不

動
産
所
得
・
山
林
所
得
を
い
い
ま

す
）
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
な
っ

て
い
る
場
介
（
占
色
中
．
告
蒔
を
提

…
す
る
場
合
を
除
く
）
に
は
、
確

定
巾
告
書
を
提
出
す
る
と
き
に
、

そ
の
年
の
総
収
入
金
．
額
や
必
要
経

費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳

書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
申
告
菖
を
菖
く
時
に
は
、
　
「
所

得
税
の
確
定
巾
告
の
手
引
き
一
や

「
中
告
淋
の
書
き
か
た
」
を
参
考

に
し
て
ト
さ
い
。
　
「
申
告
書
の
k
日

き
か
た
」
に
、
小
さ
れ
て
い
る
番
・
ゲ

順
に
記
械
し
て
い
く
と
所
得
や
税

額
の
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

し
ま
す
。

▽
出
人
口
に
接
続
し
て
設
け
ら
れ

　
る
雨
，
除
室
。

▽
物
干
場
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、

　
冬
期
間
の
み
建
具
を
取
付
け
る

　
テ
ラ
ス
鱗
ザ
。

▽
除
雪
器
具
等
を
収
納
す
る
物
置

　
で
主
と
し
て
屋
外
か
ら
使
用
さ

　
れ
る
も
の
．

　
詳
し
い
慕
は
、
最
寄
り
の
金
融

公
庫
取
扱
い
店
で
お
聞
き
下
さ
い
。

納
税
相
談

▽
日
　
時

　
、
、
月
ト
し
H
（
月
）
か
ら

　
二
月
一
．
ト
一
H
（
金
）
ま
で

　
（
午
前
ん
時
よ
り
午
後
四
時
）

▽
場
所

松
之
山
町
役
場

※
税
務
署
・
役
場
か
ら
案
内
通
知

　
で
指
定
さ
れ
た
H
時
に
お
い
で

　
下
さ
い
．

※
八
’
回
の
相
談
は
、
確
定
巾
告
者

だ
け
で
す
．

　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相

　
談
と
受
理
は
二
月
二
卜
症
H
か

　
ら
三
月
し
H
ま
で
の
間
に
、
各

　
部
落
で
行
い
ま
す
。

樹まつのやま

匪憂山の未魏
　　　　絵画部門優秀賞

　
り遡

繭

君
”
“
、

浩
纂騨

　
　
煎階
越

講

剤

　
全
体
に
雑
な
感
じ
が
し
、
ま
と

ま
り
に
欠
け
る
が
、
内
容
的
に
チ

供
ら
し
い
夢
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
何
で
も
室
内

で
や
れ
る
梗
利
国
技
館
」
　
「
温
水

プ
ー
ル
」
等
に
松
之
山
の
自
然
の

ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
た
い
と
い
う

チ
供
ら
し
い
願
、
い
が
あ
り
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
。

　
彩
色
の
方
法
・
主
題
の
表
現
の

し
か
た
に
工
夫
が
ほ
し
か
っ
た
。

噛ちよつといい謡眺

松里のミニ書道展

　
お
正
月
か
ら
一
月
二
十
日
ま
で

天
水
越
集
会
所
に
お
い
て
、
書
初

め
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
山
の
山
岸
留
作
さ

ん
に
つ
い
て
習
字
を
習
っ
て
い
る

天
水
越
・
島
の
大
人
十
κ
～
六
人

と
小
学
生
の
作
品
展
な
の
で
す
が
、

な
か
／
＼
好
評
で
さ
い
分
椰
の
あ

と
な
ど
観
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
，

　
「
地
域
に
文
化
の
芽
ば
え
？
」

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
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松之山ゆかりの交豪

　　坂ロ安吾
文学碑建立にむけて公民館長

　
昭
和
の
文
壇
に
偉
大
な
足
跡
を

の
こ
し
た
、
郷
土
新
潟
が
生
ん
だ

「
坂
口
安
吾
」
。

　
明
治
三
十
九
年
新
潟
市
で
生
ま

れ
、
戦
後
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
、

旧
文
学
の
伝
統
に
真
正
面
か
ら
反

逆
し
「
堕
落
論
」
な
ど
を
発
表
し
、

昭
和
文
学
史
上
に
お
け
る
無
頼
派

の
旗
手
と
し
て
一
世
を
風
び
し
、

以
後
四
十
九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る

ま
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
鋭
い

千
里
眼
を
極
め
た
文
筆
活
動
は
、

い
ま
な
お
、
現
代
文
学
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
と
に
最
近
若
者
へ
の
共
感
を

呼
ん
で
い
る
所
な
ど
は
、
没
後
三

十
年
の
時
代
の
流
れ
が
ま
る
で
感

じ
ら
れ
な
い
所
も
、
ま
た
、
偉
大

ア7

，
茎
盤
雛

7
　
塗

　
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
と
く
る

　
の
で
す
．

　
　
偉
大
と
い
え
ば
、
安
吾
自
身
も

　
　
「
偉
大
な
る
落
伍
者
」
と
い
い
、

　
ド
テ
ラ
の
文
豪
と
し
て
戦
後
の
混

　
乱
と
消
沈
の
時
代
に
実
に
多
く
の

　
人
々
に
、
生
き
る
勇
気
を
与
え
て

　
く
れ
た
の
で
し
た
。

　
　
生
家
、
坂
口
家
は
阿
賀
川
の
水

　
は
澗
れ
て
も
坂
口
家
の
金
は
個
れ

　
　
ぬ
、
と
い
わ
れ
た
租
の
大
富
豪
に

　
育
ち
、
父
・
仁
一
郎
氏
は
政
治
家

　
　
・
漢
詩
人
。
十
三
人
兄
妹
の
十
二

　
番
目
で
本
名
を
柄
吾
と
い
い
、
こ

　
　
れ
が
新
潟
中
学
を
落
第
、
授
業
は

　
受
け
ず
、
晴
れ
た
日
は
砂
、
比
の
松

　
　
林
に
通
い
、
、
雨
の
日
は
、
学
校
の

　
　
隣
り
の
。
ハ
ン
屋
の
二
階
に
た
む
ろ

　
　
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
か
ら
面
白

　
　
い
。
だ
が
ス
ポ
ー
ツ
は
万
能
選
手

　
　
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
の
ち
に
東
洋

　
　
大
学
印
度
哲
学
科
に
入
り
猛
勉
す

　
　
る
の
だ
が
。

　
　
　
さ
て
、
こ
の
安
吾
と
松
之
山
と

　
　
の
結
び
つ
き
は
、
安
吾
の
姉
セ
キ

　
　
さ
ん
が
松
之
山
・
村
山
家
に
嫁
い

吾
だ
こ
と
に
始
ま
る
．
も
っ
と
も
そ

安
れ
以
前
に
も
村
山
家
二
＋
九
代
の

口
　
政
栄
氏
の
後
妻
に
坂
口
徳
七
氏
の

坂　
　
二
女
サ
タ
さ
ん
が
嫁
い
で
い
る
の

　
　
で
、
両
家
の
間
柄
は
相
当
に
古
い
。

　
　
　
村
山
真
雄
氏
・
セ
キ
さ
ん
の
問

落
竃
㍗
　
讐

じ、　　　　 、［4，

に
生
ま
れ
た
の
が
現
町
長
の
村
山

政
光
氏
と
い
う
わ
け
で
す
。
だ
か

ら
町
長
さ
ん
は
安
吾
氏
の
甥
に
あ

た
り
ま
す
。

　
昭
和
六
年
初
期
の
名
作
「
黒
谷

村
」
に
は
松
之
山
を
舞
台
と
し
た

「
夏
が
来
て
、
あ
の
う
ら
う
ら
と

浮
く
綿
の
よ
う
な
雲
を
見
る
と
、

山
岳
に
浸
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」

ま
た
、
　
「
私
の
兄
弟
の
中
で
、
私

の
悲
し
さ
の
た
っ
た
一
人
の
理
解

者
」
と
書
か
れ
て
い
る
姉
．
セ
キ

さ
ん
に
は
姉
・
弟
と
い
う
身
内
の

心
安
さ
が
、
安
吾
に
と
っ
て
は
唯

一
の
悲
し
さ
の
癒
え
る
所
で
あ
り
、

い
わ
ば
、
　
「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」

　
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
っ
た
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
多
く
の
作
品
も
こ
の
松
之
山
で

生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
安
吾
が
た
ま
ら
な
く
愛
し
た
松

之
山
に
は
今
も
綿
の
よ
う
な
白
い

雲
が
浮
か
び
、
安
吾
に
と
っ
て
は
、

安
ら
ぎ
の
地
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ

し
い
所
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の

が
文
学
碑
建
立
の
発
端
で
し
た
。

　
た
し
か
に
、
豊
か
な
自
然
の
中

で
「
山
一
．
面
に
蝉
の
音
が
、
ぢ
い

ー
と
冴
え
て
、
世
界
中
が
た
だ
そ

れ
だ
け
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
」
と
い
っ
た
安
吾
の
「
想
い
こ

が
れ
た
所
」
は
こ
こ
し
か
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
の
松
之
山
に
と
っ
て
も
、
こ

の
文
豪
に
続
い
て
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
方
々
に
松
之
山
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
が
新
し
く
「
文
学
の
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を

打
ち
出
し
、
観
光
や
文
化
の
交
流

に
役
立
つ
こ
と
で
あ
れ
ば
、
西
方

浄
土
の
安
吾
も
き
っ
と
喜
こ
ん
で

く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
さ
き
に
文
学
碑
建
立
に
ふ
れ
ま

し
た
が
、
実
は
こ
の
話
し
は
町
．

民
俗
資
料
館
で
文
化
財
の
少
な
い

松
之
…
で
、
日
新
し
い
史
化
財
の

発
掘
は
な
い
も
の
か
、
と
い
う
こ

と
で
始
め
ら
れ
た
の
が
「
坂
口
安

　
吾
展
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
展
覧

会
、
幕
を
開
け
る
と
と
も
に
異
常

　
な
人
気
を
あ
つ
め
、
四
r
人
も
の

人
が
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

観
覧
者
の
中
か
ら
、
も
ち
上
っ
た

の
が
「
文
学
碑
を
建
て
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
で
し
た
。

　
展
覧
会
の
一
部
始
終
、
ま
た
、

文
学
碑
建
立
に
む
け
て
の
す
べ
て

の
中
で
、
町
長
さ
ん
か
ら
は
大
変

な
ご
支
援
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
文
学
碑
建

立
に
向
け
て
は
、
作
家
の
松
本
清

張
さ
ん
・
石
川
淳
さ
ん
と
い
っ
た

文
学
界
の
巨
頭
が
心
よ
く
代
表
発

起
人
を
引
き
受
け
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　
　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
文
学
碑
を

安
吾
先
生
お
気
に
入
り
の
場
所
は

ど
こ
か
、
ま
た
町
民
の
皆
さ
ん
か

　
ら
も
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

　
い
た
上
で
、
決
定
さ
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
．

　
以
上
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
ご

報
告
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
昭
和

六
十
二
年
の
文
学
碑
建
立
予
定
に

向
け
て
の
話
し
が
進
む
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
町
民
各
位
の
特
段
の

妻　耀

藪・

2
ゴ1

ご
案
内

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

坂
口
安
吾

　
文
学
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
展

　
松
之
山
で
の
安
吾
展
に
続
い
て

来
る
二
月
十
八
日
～
二
十
三
日
、

新
潟
三
越
デ
パ
ー
ト
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
す
．

N
H
K
テ
レ
ビ
で
放
送

　
　
　
よ
み
が
え
る
坂
口
安
吾

　
坂
口
安
吾
が
没
し
て
今
年
で
三

十
年
、
そ
の
真
価
を
探
り
ま
す
。

▼
2
月
2
1
日
㈹
午
後
8
時
～
8
時

　
　
4
5
分
　
（
再
）
24
日
GD
午
後
3

　
時
1
5
分
～
4
時
（
教
育
テ
レ
ビ
）

　
▼
2
月
21
日
㈲
午
後
1
0
時
～
10
時

　
3
0
分
　
　
（
再
）
22
日
qD
午
前
n
時

　
2
0
分
～
n
時
50
分
（
総
合
テ
レ
ビ
）

1312
日日

221914
日　日　日

2423
日　日

25
日

302726
日日日

31
日

親
子
ス
キ
ー
教
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一
回
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天
水
越
で
火
災
（
ボ
ヤ
）

湯
山
で
交
通
死
亡
事
故

水
梨
で
火
災

親
子
ス
キ
ー
教
室
二
回
目

61

年
予
算
町
長
査
定

（
2
5
日
ま
で
）

農
業
団
体
会
議

民
生
委
員
協
議
会

東
雪
対
策
本
部
設
置

県
の
災
害
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適
用

　
（
2
月
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．

■
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－
日

Gl）まつのやま

ビ
デ
オ
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ス
キ
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レ
ッ
ス
ン

　
親
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ス
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教
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、
去
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一

月
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温
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。
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た
。
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収
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イ
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受
け
る
と
い
う

「
ビ
デ
オ
レ
ッ
ス
ン
」
も
行
な
い
、
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。

こ
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脚光あびる

松之山ゆかりの交豪

　　坂ロ安吾
文学碑建立にむけて公民館長

　
昭
和
の
文
壇
に
偉
大
な
足
跡
を

の
こ
し
た
、
郷
土
新
潟
が
生
ん
だ

「
坂
口
安
吾
」
。

　
明
治
三
十
九
年
新
潟
市
で
生
ま

れ
、
戦
後
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
、

旧
文
学
の
伝
統
に
真
正
面
か
ら
反

逆
し
「
堕
落
論
」
な
ど
を
発
表
し
、

昭
和
文
学
史
上
に
お
け
る
無
頼
派

の
旗
手
と
し
て
一
世
を
風
び
し
、

以
後
四
十
九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る

ま
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
鋭
い

千
里
眼
を
極
め
た
文
筆
活
動
は
、

い
ま
な
お
、
現
代
文
学
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
と
に
最
近
若
者
へ
の
共
感
を

呼
ん
で
い
る
所
な
ど
は
、
没
後
三

十
年
の
時
代
の
流
れ
が
ま
る
で
感

じ
ら
れ
な
い
所
も
、
ま
た
、
偉
大

ア7

，
茎
盤
雛

7
　
塗

　
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
と
く
る

　
の
で
す
．

　
　
偉
大
と
い
え
ば
、
安
吾
自
身
も

　
　
「
偉
大
な
る
落
伍
者
」
と
い
い
、

　
ド
テ
ラ
の
文
豪
と
し
て
戦
後
の
混

　
乱
と
消
沈
の
時
代
に
実
に
多
く
の

　
人
々
に
、
生
き
る
勇
気
を
与
え
て

　
く
れ
た
の
で
し
た
。

　
　
生
家
、
坂
口
家
は
阿
賀
川
の
水

　
は
澗
れ
て
も
坂
口
家
の
金
は
個
れ

　
　
ぬ
、
と
い
わ
れ
た
租
の
大
富
豪
に

　
育
ち
、
父
・
仁
一
郎
氏
は
政
治
家

　
　
・
漢
詩
人
。
十
三
人
兄
妹
の
十
二

　
番
目
で
本
名
を
柄
吾
と
い
い
、
こ

　
　
れ
が
新
潟
中
学
を
落
第
、
授
業
は

　
受
け
ず
、
晴
れ
た
日
は
砂
、
比
の
松

　
　
林
に
通
い
、
、
雨
の
日
は
、
学
校
の

　
　
隣
り
の
。
ハ
ン
屋
の
二
階
に
た
む
ろ

　
　
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
か
ら
面
白

　
　
い
。
だ
が
ス
ポ
ー
ツ
は
万
能
選
手

　
　
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
の
ち
に
東
洋

　
　
大
学
印
度
哲
学
科
に
入
り
猛
勉
す

　
　
る
の
だ
が
。

　
　
　
さ
て
、
こ
の
安
吾
と
松
之
山
と

　
　
の
結
び
つ
き
は
、
安
吾
の
姉
セ
キ

　
　
さ
ん
が
松
之
山
・
村
山
家
に
嫁
い

吾
だ
こ
と
に
始
ま
る
．
も
っ
と
も
そ

安
れ
以
前
に
も
村
山
家
二
＋
九
代
の

口
　
政
栄
氏
の
後
妻
に
坂
口
徳
七
氏
の

坂　
　
二
女
サ
タ
さ
ん
が
嫁
い
で
い
る
の

　
　
で
、
両
家
の
間
柄
は
相
当
に
古
い
。

　
　
　
村
山
真
雄
氏
・
セ
キ
さ
ん
の
問

落
竃
㍗
　
讐

じ、　　　　 、［4，

に
生
ま
れ
た
の
が
現
町
長
の
村
山

政
光
氏
と
い
う
わ
け
で
す
。
だ
か

ら
町
長
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は
安
吾
氏
の
甥
に
あ

た
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ま
す
。
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台
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岳
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」

ま
た
、
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私
の
兄
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で
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の
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の
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一
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理
解
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入
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テ
レ
ビ
で
放
送

　
　
　
よ
み
が
え
る
坂
口
安
吾

　
坂
口
安
吾
が
没
し
て
今
年
で
三

十
年
、
そ
の
真
価
を
探
り
ま
す
。

▼
2
月
2
1
日
㈹
午
後
8
時
～
8
時

　
　
4
5
分
　
（
再
）
24
日
GD
午
後
3

　
時
1
5
分
～
4
時
（
教
育
テ
レ
ビ
）

　
▼
2
月
21
日
㈲
午
後
1
0
時
～
10
時

　
3
0
分
　
　
（
再
）
22
日
qD
午
前
n
時

　
2
0
分
～
n
時
50
分
（
総
合
テ
レ
ビ
）

1312
日日

221914
日　日　日

2423
日　日

25
日

302726
日日日

31
日

親
子
ス
キ
ー
教
室
一
回
目

天
水
越
で
火
災
（
ボ
ヤ
）

湯
山
で
交
通
死
亡
事
故

水
梨
で
火
災

親
子
ス
キ
ー
教
室
二
回
目

61

年
予
算
町
長
査
定

（
2
5
日
ま
で
）

農
業
団
体
会
議

民
生
委
員
協
議
会

東
雪
対
策
本
部
設
置

県
の
災
害
救
助
条
例
適
用

　
（
2
月
3
日
ま
で
）

ス
キ
ー
バ
ッ
ヂ
テ
ス
ト

松
之
山
大
相
僕
大
納
会

議
会
建
設
委
員
会

農
業
委
員
会
総
会

議
会
産
経
委
員
会
．

■
二
月
の
予
定

－
日

Gl）まつのやま

ビ
デ
オ
で
ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン

　
親
子
ス
キ
ー
教
室
が
、
去
る
一

月
十
二
日
・
十
九
日
の
二
日
間
温

泉
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
十
名
余
り

と
少
な
く
、
ち
ょ
っ
と
さ
び
し
い

教
室
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
母
さ

ん
と
一
緒
の
チ
ビ
ッ
コ
は
元
気
い

っ
ぱ
い
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
講
習
の
模
様
を
ビ
デ
オ

に
収
め
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
講
師

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
い
う

「
ビ
デ
オ
レ
ッ
ス
ン
」
も
行
な
い
、

参
加
者
は
、
講
師
の
一
言
ひ
と
こ

と
に
う
な
づ
き
な
が
ら
、
テ
レ
ビ

に
映
る
自
分
の
滑
り
を
ジ
ッ
と
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
カ

メ
ラ
を
意
識
し
す
ぎ
て
？
　
思
わ

ず
ゲ
レ
ン
デ
に
お
尻
の
跡
を
つ
け

て
し
ま
っ
た
お
母
さ
ん
も
い
た
よ

う
で
す
が
、
そ
こ
は
優
秀
な
講
師

と
受
講
生
、
た
っ
た
二
日
間
の
レ

ツ
ス
ン
で
も
、
見
ち
が
え
る
程
の

上
達
ぶ
り
で
し
た
。

こ
よ
み

▼
一
月
の
で
き
ご
と

5
日
　
出
稼
ぎ
者
の
再
赴
任
バ
ス

8
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

9
日
　
農
年
業
務
関
係
者
会
議

2
日43日日106

日日
17
日

23
日

松
之
山
ス
キ
ー
競
技
会

（
2
日
ま
で
）

東
京
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー

会
議
国
保
運
営
協
議
会

議
会
総
民
委
員
会

（
5
日
ま
で
）

老
人
ク
ラ
ブ
会
議

名
古
屋
で
出
稼
者
リ
ー
ダ

ー
会
議

確
定
申
告
の
納
税
相
談

（
21
日
ま
で
）

ス
キ
ー
バ
ッ
ヂ
テ
ス
ト
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中
学
・
高
校
・
成
年
ス
キ
i

　
　
全
国
大
会
に
五
人
が
出
場

　
へ
，
年
も
ス
キ
！
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
り
各
種
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
松
之
山
の
選
手
も
大
健

闘
し
て
い
ま
す
．

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
全

国
大
会
に
κ
人
の
方
の
出
場
が
決

ま
り
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
妙
高
高
原
町
、
赤
倉
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
る
、
全
国
中
学
ス
キ

ー
大
会
（
二
月
五
日
～
七
日
）
の
大

向
転
に
松
之
山
中
学
の
久
保
田
新

次
．
高
橋
雄
「
君
の
二
人
が
出
場
。

　
長
野
県
白
馬
ス
キ
ー
場
で
開
催

塞
久
保
田
新
次
君

さ
れ
る
企
国
高
校
ス
キ
ー
人
会
、

　
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
X
二
月
三
日
～

し
H
）
の
大
回
転
に
村
山
英
明
君

（
湯
本
）
が
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
四
十
五
圖
冬
期
国
体

北
海
道
倶
知
安
、
二
月
二
十
日
～

二
十
一
、
皿
日
に
は
、
成
年
『
部
の
大

回
転
に
柳
一
成
・
隆
晃
看
（
湯
本
）

の
兄
弟
が
そ
ろ
っ
て
出
場
し
ま
す
。

　
体
調
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
注
意

し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
．

高
橋
雄
］
君

全
国
大
会
に
出
場

村
山
英
明
君

　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

画
．
一
成
・
隆
晃
君

冬
期
国
体
に
出
場

そこまでやって来た

ビニ．一ル本」「

販売機！！

　
氾
濫
す
る
ビ
ニ
ー
ル
本
（
俗
悪

性
雑
誌
）
が
す
で
に
東
頸
地
内
に

も
入
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
郡
内
の
有
職
少
年
⊥
尚
校
生
の

集
団
不
純
行
為
が
新
聞
で
大
き
く

取
上
げ
ら
れ
た
の
も
、

に
あ
た
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
．

　
「
金
儲
け
の
た
め
に
は
手
段
を

選
ば
な
い
」
売
れ
る
物
な
ら
何
で

も
売
る
、
と
い
っ
た
社
会
風
潮
の

中
で
、
性
を
芸
術
に
見
せ
か
け
、

平
然
と
し
て
い
る
悪
徳
商
人
た
ち

が
い
か
に
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
純
粋
な
子
供
達
を
い
た
ず
ら
に

刺
激
し
、
素
直
な
育
成
を
は
ば
む

者
は
、
こ
う
し
た
大
人
達
な
の
で

す
．　
松
之
山
町
青
少
年
問
題
対
策
協

議
会
（
会
長
村
山
政
光
氏
）
で
も
、

こ
う
し
た
問
題
を
深
刻
に
受
け
と

め
て
い
ま
す
。

　
浦
川
原
村
、
牧
村
に
は
す
で
に
、

ビ
ニ
ー
ル
本
の
自
動
販
売
機
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
松
之
山
町
内
で

は
、
幸
い
な
こ
と
に
、
良
識
あ
る

商
店
関
係
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で

く
い
と
め
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
雑
読
販

売
業
者
は
、
商
店
が
駄
目
な
ら
、

道
路
端
に
土
地
を
買
っ
て
設
置
し

よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
の
種
の
悪
徳
商
人
は
、
と

こ
ろ
か
ま
わ
ず
進
出
の
機
会
を
う

か
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い

で
し
よ
う
．

　
こ
承
知
の
と
お
り
、
松
之
山
町

で
は
今
、
　
「
豊
か
な
自
然
を
教
育

の
場
に
ど
う
生
か
す
か
〃
」
と
い

う
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
、
関
係

者
の
努
力
が
統
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
葛
飾
区
と
の
子
供
交
流
会
も
年

毎
に
盛
ん
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

ー
た
。
冒
険
学
校
（
全
国
募
集
の
小

．
中
学
生
）
を
対
象
と
し
た
冒
険

旅
行
の
指
導
者
か
ら
は
「
こ
の
松

之
山
こ
そ
青
少
年
の
教
育
の
場
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
所
」
と
い
う
評

価
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
都
会
の

児
竜
生
徒
が
松
之
山
で
学
校
教
育

を
受
け
る
、
山
村
留
学
の
受
入
れ

に
も
、
真
剣
に
取
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
．

　
豊
か
で
清
ら
か
な
環
境
を
守
る

こ
と
も
、
大
切
な
地
域
お
こ
し
の

『
つ
で
す
．

　
皆
さ
ん
の
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
弔
，
消
え
を
待
っ
て
松
之
山
町
の

入
口
に
看
板
を
立
て
る
計
画
で
す
ポ

（
四
ケ
所
）

「
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
標
語
を

募
集
い
た
し
ま
す
」

※
標
語
の
例

子どもたちを・明る繍訂1劃

。有害図書などを入れない町です。

・空かんなど捨てないきれいな町です。

　　　　　　　松　　之　　山　　町
　　　　　　　彦少年問題対策協議会
　　　　　　　婦　　　人　　　会
　　　　　　　山村留学受入協議会

　
よ
い
標
語
が
あ
り
ま
し
た
ら
公

民
館
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
松
之
山
町
公
民
館

　
　
　
　
電
話
六
ー
二
二
六
五

（B）まつのやま

いじめ

いじめられっ子

その2

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
い
じ
め
問
題

を
解
決
す
る
明
確
な
答
え
の
な
い

な
か
で
、
ま
ず
、
現
状
を
き
ち
ん

と
認
識
す
る
こ
と
に
視
点
を
お
い

て
考
え
て
見
て
く
だ
さ
い
。

■
い
じ
め
ら
れ
や
す
い
、
集
団
生

　
活
に
適
応
で
き
な
い
子

　
け
じ
め
ー
ま
じ
め
ー
い
じ
め
ー

み
じ
め
：
：
少
年
非
行
問
題
の
臨

床
家
が
よ
く
口
に
す
る
一
種
の
”
語

呂
合
わ
せ
”
で
す
が
、
現
代
の
い

じ
め
を
考
え
る
と
き
『
つ
の
特
徴

を
表
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
い
じ
め
ら
れ
っ
子
に
共
通
す
る

性
格
的
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

の
は
、
集
団
に
う
ま
く
適
応
で
き

な
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
休
み
時

間
、
テ
レ
ビ
の
話
題
で
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
が
ふ
ざ
け
た
り
、
楽
し
ん

で
い
る
と
き
も
一
人
で
ポ
ツ
ン
と

離
れ
た
と
こ
ろ
で
そ
の
場
の
零
囲

気
に
と
け
こ
め
な
い
子
、
一
緒
に

ふ
ざ
け
ら
れ
な
い
子
が
、
い
つ
も

い
じ
め
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
多

い
と
い
え
ま
す
。

　
「
あ
い
つ
が
い
る
と
オ
モ
シ
ロ

ク
な
い
、
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
す
る
」

　の蓼豹虚力・瘡。
Q融o蒙．＆
の　　　　　　　　　　ぐン　　　　　　　　　　の

ψ
畝
、
服

ー
騒
ヤ
ー
・
s

　
謁
ら
㍉

次
多
き

し
F
曜
～
浄
　
ー
N

　
　
い
い
翫
よ
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

上
三
　
　
一

脱
ぐ
盈
　
　
r

漁
電鞠

と
い
う
口
実
の
も
と
に
、
い
じ
め

が
始
ま
り
ま
す
．

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
事
ば
か

り
で
は
な
く
、
一
般
的
に
い
つ
も

お
ど
お
ど
し
て
い
る
、
声
が
小
さ

い
、
行
動
が
ス
ロ
ー
モ
ー
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
性
格
的
に
は
、
、
き
ま
じ
め

で
要
領
の
よ
く
な
い
子
に
い
じ
め

ら
れ
っ
子
が
多
い
と
い
え
ま
す
。

　
「
け
じ
め
」
↓
「
ま
じ
め
」
と

見
ら
れ
る
こ
と
は
、
仲
間
集
団
か

ら
す
る
と
、
つ
ま
ら
な
い
、
お
も

し
ろ
く
な
い
、
つ
き
あ
い
き
れ
な

い
ヤ
ツ
と
映
る
可
能
性
を
同
時
に

も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
代
の
い
じ
め
の
特
徴
は
弱
い

者
い
じ
め
だ
け
で
は
く
、
正
義
感

の
強
い
ま
じ
め
な
子
ど
も
た
ち
を

も
巻
き
込
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　
　
4

ミ

λ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
L
　
　
‘

き
穐
ゲ

q
要
今
Q
、

■
助
け
て
く
れ
る
子
、
か
ば
っ
て

　
く
れ
る
子
が
い
な
く
な
っ
た

　
い
じ
め
ば
今
に
始
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
世
界
に
は

っ
き
も
の
で
し
た
。
い
じ
め
た
り
、

い
じ
め
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
、
友

達
と
い
う
人
間
関
係
の
中
で
鍛
え

ら
れ
成
長
し
て
い
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
的
効
果
を
失

っ
た
い
じ
め
が
、
現
代
の
い
じ
め

だ
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
い
じ
め
に
限
度

ぐ
コ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

カ
な
く
　
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
、
そ
の
結
果
、
非
行
に
走
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
い
じ
め
が
原
因
で
自
殺
す

る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
生
が
自
殺
す
る
な
ん

て
考
え
ら
れ
ま
し
た
か
、
あ
な
た

の
時
代
に
！

　
　
　
　
』
　

　
　
　
　
　
　
　
　
、
』

「
い
の
ち
の
電
話
」

知
っ
て
ま
す
か
？

　
家
庭
、
職
場
、
学
校
で
の
人
間

関
係
、
金
銭
、
健
康
な
ど
の
悩
み

は
、
ひ
と
り
胸
の
う
ち
に
閉
じ
込

め
て
お
く
と
、
勝
手
に
ふ
く
れ
あ

が
り
自
分
の
手
に
負
え
な
く
な
り

ま
す
。

　
相
談
す
る
相
手
も
な
く
、
困
難

や
、
危
機
に
お
ち
い
っ
て
悩
ん
で

い
る
方
、
さ
ら
に
は
生
き
る
勇
気

を
な
く
し
か
け
て
い
る
方
は
、
た

め
ら
う
こ
と
な
く
電
話
し
て
み
て

く
だ
さ
い
．

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
員
が
あ

な
た
の
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ

て
く
れ
ま
す
。

　
特
定
の
考
え
や
宗
教
を
押
し
付

け
ら
れ
る
事
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
法
律
や
医
療
な
ど
の
専

門
分
野
に
ま
た
が
る
も
の
に
つ
い

て
も
、
多
く
の
専
門
機
関
と
つ
な

が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
の
相
談
に
応
じ
て
も
ら

え
ま
す
。

＊
新
潟
い
の
ち
の
電
話

　
實
〇
二
五
二
（
二
九
）
四
三
四
三

＊
事
務
局
住
所

　
〒
九
五
「
　
新
潟
市
営
所
通

　
一
－
三
二
二
　
清
光
ビ
ル
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中
学
・
高
校
・
成
年
ス
キ
i

　
　
全
国
大
会
に
五
人
が
出
場

　
へ
，
年
も
ス
キ
！
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
り
各
種
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
松
之
山
の
選
手
も
大
健

闘
し
て
い
ま
す
．

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
全

国
大
会
に
κ
人
の
方
の
出
場
が
決

ま
り
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
妙
高
高
原
町
、
赤
倉
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
る
、
全
国
中
学
ス
キ

ー
大
会
（
二
月
五
日
～
七
日
）
の
大

向
転
に
松
之
山
中
学
の
久
保
田
新

次
．
高
橋
雄
「
君
の
二
人
が
出
場
。

　
長
野
県
白
馬
ス
キ
ー
場
で
開
催

塞
久
保
田
新
次
君

さ
れ
る
企
国
高
校
ス
キ
ー
人
会
、

　
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
X
二
月
三
日
～

し
H
）
の
大
回
転
に
村
山
英
明
君

（
湯
本
）
が
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
四
十
五
圖
冬
期
国
体

北
海
道
倶
知
安
、
二
月
二
十
日
～

二
十
一
、
皿
日
に
は
、
成
年
『
部
の
大

回
転
に
柳
一
成
・
隆
晃
看
（
湯
本
）

の
兄
弟
が
そ
ろ
っ
て
出
場
し
ま
す
。

　
体
調
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
注
意

し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
．

高
橋
雄
］
君

全
国
大
会
に
出
場

村
山
英
明
君

　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

画
．
一
成
・
隆
晃
君

冬
期
国
体
に
出
場

そこまでやって来た

ビニ．一ル本」「

販売機！！

　
氾
濫
す
る
ビ
ニ
ー
ル
本
（
俗
悪

性
雑
誌
）
が
す
で
に
東
頸
地
内
に

も
入
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
郡
内
の
有
職
少
年
⊥
尚
校
生
の

集
団
不
純
行
為
が
新
聞
で
大
き
く

取
上
げ
ら
れ
た
の
も
、

に
あ
た
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
．

　
「
金
儲
け
の
た
め
に
は
手
段
を

選
ば
な
い
」
売
れ
る
物
な
ら
何
で

も
売
る
、
と
い
っ
た
社
会
風
潮
の

中
で
、
性
を
芸
術
に
見
せ
か
け
、

平
然
と
し
て
い
る
悪
徳
商
人
た
ち

が
い
か
に
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
純
粋
な
子
供
達
を
い
た
ず
ら
に

刺
激
し
、
素
直
な
育
成
を
は
ば
む

者
は
、
こ
う
し
た
大
人
達
な
の
で

す
．　
松
之
山
町
青
少
年
問
題
対
策
協

議
会
（
会
長
村
山
政
光
氏
）
で
も
、

こ
う
し
た
問
題
を
深
刻
に
受
け
と

め
て
い
ま
す
。

　
浦
川
原
村
、
牧
村
に
は
す
で
に
、

ビ
ニ
ー
ル
本
の
自
動
販
売
機
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
松
之
山
町
内
で

は
、
幸
い
な
こ
と
に
、
良
識
あ
る

商
店
関
係
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で

く
い
と
め
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
雑
読
販

売
業
者
は
、
商
店
が
駄
目
な
ら
、

道
路
端
に
土
地
を
買
っ
て
設
置
し

よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
の
種
の
悪
徳
商
人
は
、
と

こ
ろ
か
ま
わ
ず
進
出
の
機
会
を
う

か
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い

で
し
よ
う
．

　
こ
承
知
の
と
お
り
、
松
之
山
町

で
は
今
、
　
「
豊
か
な
自
然
を
教
育

の
場
に
ど
う
生
か
す
か
〃
」
と
い

う
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
、
関
係

者
の
努
力
が
統
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
葛
飾
区
と
の
子
供
交
流
会
も
年

毎
に
盛
ん
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

ー
た
。
冒
険
学
校
（
全
国
募
集
の
小

．
中
学
生
）
を
対
象
と
し
た
冒
険

旅
行
の
指
導
者
か
ら
は
「
こ
の
松

之
山
こ
そ
青
少
年
の
教
育
の
場
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
所
」
と
い
う
評

価
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
都
会
の

児
竜
生
徒
が
松
之
山
で
学
校
教
育

を
受
け
る
、
山
村
留
学
の
受
入
れ

に
も
、
真
剣
に
取
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
．

　
豊
か
で
清
ら
か
な
環
境
を
守
る

こ
と
も
、
大
切
な
地
域
お
こ
し
の

『
つ
で
す
．

　
皆
さ
ん
の
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
弔
，
消
え
を
待
っ
て
松
之
山
町
の

入
口
に
看
板
を
立
て
る
計
画
で
す
ポ

（
四
ケ
所
）

「
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
標
語
を

募
集
い
た
し
ま
す
」

※
標
語
の
例

子どもたちを・明る繍訂1劃

。有害図書などを入れない町です。

・空かんなど捨てないきれいな町です。

　　　　　　　松　　之　　山　　町
　　　　　　　彦少年問題対策協議会
　　　　　　　婦　　　人　　　会
　　　　　　　山村留学受入協議会

　
よ
い
標
語
が
あ
り
ま
し
た
ら
公

民
館
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
松
之
山
町
公
民
館

　
　
　
　
電
話
六
ー
二
二
六
五

（B）まつのやま

いじめ

いじめられっ子

その2

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
い
じ
め
問
題

を
解
決
す
る
明
確
な
答
え
の
な
い

な
か
で
、
ま
ず
、
現
状
を
き
ち
ん

と
認
識
す
る
こ
と
に
視
点
を
お
い

て
考
え
て
見
て
く
だ
さ
い
。

■
い
じ
め
ら
れ
や
す
い
、
集
団
生

　
活
に
適
応
で
き
な
い
子

　
け
じ
め
ー
ま
じ
め
ー
い
じ
め
ー

み
じ
め
：
：
少
年
非
行
問
題
の
臨

床
家
が
よ
く
口
に
す
る
一
種
の
”
語

呂
合
わ
せ
”
で
す
が
、
現
代
の
い

じ
め
を
考
え
る
と
き
『
つ
の
特
徴

を
表
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
い
じ
め
ら
れ
っ
子
に
共
通
す
る

性
格
的
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

の
は
、
集
団
に
う
ま
く
適
応
で
き

な
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
休
み
時

間
、
テ
レ
ビ
の
話
題
で
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
が
ふ
ざ
け
た
り
、
楽
し
ん

で
い
る
と
き
も
一
人
で
ポ
ツ
ン
と

離
れ
た
と
こ
ろ
で
そ
の
場
の
零
囲

気
に
と
け
こ
め
な
い
子
、
一
緒
に

ふ
ざ
け
ら
れ
な
い
子
が
、
い
つ
も

い
じ
め
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
多

い
と
い
え
ま
す
。

　
「
あ
い
つ
が
い
る
と
オ
モ
シ
ロ

ク
な
い
、
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
す
る
」

　の蓼豹虚力・瘡。
Q融o蒙．＆
の　　　　　　　　　　ぐン　　　　　　　　　　の

ψ
畝
、
服

ー
騒
ヤ
ー
・
s

　
謁
ら
㍉

次
多
き

し
F
曜
～
浄
　
ー
N

　
　
い
い
翫
よ
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

上
三
　
　
一

脱
ぐ
盈
　
　
r

漁
電鞠

と
い
う
口
実
の
も
と
に
、
い
じ
め

が
始
ま
り
ま
す
．

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
事
ば
か

り
で
は
な
く
、
一
般
的
に
い
つ
も

お
ど
お
ど
し
て
い
る
、
声
が
小
さ

い
、
行
動
が
ス
ロ
ー
モ
ー
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
性
格
的
に
は
、
、
き
ま
じ
め

で
要
領
の
よ
く
な
い
子
に
い
じ
め

ら
れ
っ
子
が
多
い
と
い
え
ま
す
。

　
「
け
じ
め
」
↓
「
ま
じ
め
」
と

見
ら
れ
る
こ
と
は
、
仲
間
集
団
か

ら
す
る
と
、
つ
ま
ら
な
い
、
お
も

し
ろ
く
な
い
、
つ
き
あ
い
き
れ
な

い
ヤ
ツ
と
映
る
可
能
性
を
同
時
に

も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
代
の
い
じ
め
の
特
徴
は
弱
い

者
い
じ
め
だ
け
で
は
く
、
正
義
感

の
強
い
ま
じ
め
な
子
ど
も
た
ち
を

も
巻
き
込
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　
　
4

ミ

λ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
L
　
　
‘

き
穐
ゲ

q
要
今
Q
、

■
助
け
て
く
れ
る
子
、
か
ば
っ
て

　
く
れ
る
子
が
い
な
く
な
っ
た

　
い
じ
め
ば
今
に
始
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
世
界
に
は

っ
き
も
の
で
し
た
。
い
じ
め
た
り
、

い
じ
め
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
、
友

達
と
い
う
人
間
関
係
の
中
で
鍛
え

ら
れ
成
長
し
て
い
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
的
効
果
を
失

っ
た
い
じ
め
が
、
現
代
の
い
じ
め

だ
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
い
じ
め
に
限
度

ぐ
コ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

カ
な
く
　
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
、
そ
の
結
果
、
非
行
に
走
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
い
じ
め
が
原
因
で
自
殺
す

る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
生
が
自
殺
す
る
な
ん

て
考
え
ら
れ
ま
し
た
か
、
あ
な
た

の
時
代
に
！

　
　
　
　
』
　

　
　
　
　
　
　
　
　
、
』

「
い
の
ち
の
電
話
」

知
っ
て
ま
す
か
？

　
家
庭
、
職
場
、
学
校
で
の
人
間

関
係
、
金
銭
、
健
康
な
ど
の
悩
み

は
、
ひ
と
り
胸
の
う
ち
に
閉
じ
込

め
て
お
く
と
、
勝
手
に
ふ
く
れ
あ

が
り
自
分
の
手
に
負
え
な
く
な
り

ま
す
。

　
相
談
す
る
相
手
も
な
く
、
困
難

や
、
危
機
に
お
ち
い
っ
て
悩
ん
で

い
る
方
、
さ
ら
に
は
生
き
る
勇
気

を
な
く
し
か
け
て
い
る
方
は
、
た

め
ら
う
こ
と
な
く
電
話
し
て
み
て

く
だ
さ
い
．

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
員
が
あ

な
た
の
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ

て
く
れ
ま
す
。

　
特
定
の
考
え
や
宗
教
を
押
し
付

け
ら
れ
る
事
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
法
律
や
医
療
な
ど
の
専

門
分
野
に
ま
た
が
る
も
の
に
つ
い

て
も
、
多
く
の
専
門
機
関
と
つ
な

が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
の
相
談
に
応
じ
て
も
ら

え
ま
す
。

＊
新
潟
い
の
ち
の
電
話

　
實
〇
二
五
二
（
二
九
）
四
三
四
三

＊
事
務
局
住
所

　
〒
九
五
「
　
新
潟
市
営
所
通

　
一
－
三
二
二
　
清
光
ビ
ル



1
蕊
F
ー

まつのやま㈲

六
十
一
年
度
通
信
制
生
徒
募
集

　
　
　
　
　
　
　
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校

　
働
き
な
が
ら
、
主
と
し
て
n
宅

で
受
け
る
通
信
教
育
に
よ
っ
て
、

高
等
学
校
の
学
力
と
卒
業
資
格
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

o
入
学
資
格

　
中
学
校
卒
業
（
見
込
）
ま
た
は
、

　
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有

　
す
る
者
。
性
別
・
年
齢
に
制
限

　
な
し
。

○
募
集
コ
ー
ス

　
ー
、
卒
業
コ
ー
ス
（
普
通
科
）

　
2
、
科
目
別
コ
ー
ス
（
希
望
す

　
　
　
る
一
部
科
目
の
み
の
履
修
）

o
願
書
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
｝
年
二
月
二
卜
一
日

　
（
金
）
か
ら
四
月
卜
日
（
木
）

ま
で
（
必
着
）

o
授
業
料
　
　
無
料

o
修
学
奨
励

　
修
学
奨
励
金
の
貸
与
制
度
な
ど

　
が
あ
り
ま
す
．

※
入
学
案
内
お
よ
び
入
学
願
書
の

　
請
求
は
、
返
信
用
封
筒
（
し
ト

　
円
切
手
を
は
り
宛
名
を
明
記
）

　
を
同
封
し
て
次
の
所
へ
請
求
し

　
て
下
さ
い
．

〒
几
四
三

上
越
市
南
城
町
三
丁
目
三
番
八
号

新
潟
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
通

窮
牛
巾
奮
〇
二
五
五
－
二
四
l
O
五
二
三

NHK学園

通信講座で学習を！

　
N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
（
通
信
講
座
）

　
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

　
書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

　
囲
碁
な
ど
二
十
二
講
座
で
す
。

○
申
入
受
付

　
二
月
十
五
日
～
四
月
十
五
日

▽
高
等
学
校
　
普
通
科
コ
ー
ス

　
（
通
信
教
育
）

　
四
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

　
取
得
で
き
ま
す
．

○
申
込
受
付

　
三
月
一
日
～
四
月
七
日
ま
で

▽
高
等
学
校
　
教
養
コ
ー
ス

　
（
通
信
教
育
）

　
国
語
・
英
語
な
ど
二
十
一
科
目

　
を
学
習
し
ま
す
．

o
申
込
受
付

　
三
月
一
日
～
四
月
三
十
日
ま
で

※
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

　
は
、
近
く
の
N
H
K
ま
た
は
、

　
〒
一
八
六

　
東
京
都
国
立
吏
H
T
見
台
二
－

　
三
六
　
N
H
K
学
園
八
E
レ
一

　
係
に
、
講
座
名
ま
た
は
コ
ー
ス

　
名
、
あ
な
た
の
郵
便
番
号
・
住

　
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
ハ
ガ

　
キ
に
記
入
し
て
請
求
く
だ
さ
い
。

　
案
内
書
は
無
料
で
す
。

新
潟
県
の
最
低
賃
金
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
（
　
）
”
一
時
間
当
り

▽
新
潟
県
最
低
賃
金
（
全
産
業
）

三
、
三
六
し
円
（
四
、
．
円
）

　
（
六
卜
年
＋
月
四
H
実
笹

▽
食
品
・
飲
料
・
飼
料
製
造
業

三
、
六
几
し
円
（
四
六
二
巴

　
（
六
卜
年
＋
二
月
＋
κ
日
実
施
）

▽
繊
維
産
業

　
三
、
四
七
一
円
（
四
三
四
円
）

〇
三
、
三
七
四
円
（
四
二
』
円
）

　
（
六
±
隻
旦
H
実
施
）

▽
木
材
・
木
製
品
・
家
段
∵
装
備

　
品
製
造
業

　
三
、
八
一
八
円
（
四
し
し
円
）

〇
三
、
四
六
四
円
（
四
芸
二
円
）

　
（
六
十
年
十
二
月
二
卜
丘
H
実

　
施
4

▽
出
版
・
印
刷
関
連
産
業

　
三
、
八
七
九
円
（
四
八
症
円
）

〇
三
、
五
〇
九
円
（
四
二
瓦
円
）

　
（
六
＋
年
士
π
卜
瓦
H
実
施
）

▽
機
械
・
金
属
・
自
動
車
整
備
業

　
三
、
ん
二
六
円
（
四
几
一
円
）

　
（
六
十
一
年
一
月
八
日
実
施
）

▽
卸
売
・
小
売
業

　
三
、
六
工
パ
円
（
四
五
二
円
）

　
　
（
六
＋
年
レ
ニ
月
＋
κ
日
実
施
）

※
O
印
の
つ
い
た
賃
金
は
、
六
ケ

　
月
未
満
等
の
技
能
習
得
中
の
者
。

穰
　
、
月
・
ゲ
の
発
行
が
．
†
定
よ
り
遅

れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
．

　
今
年
は
、
心
配
す
る
程
の
大
ψ
，

に
な
ら
な
い
の
で
は
、
と
喜
こ
ん

で
い
た
所
、
寒
波
の
襲
来
と
と
も

に
積
雪
最
も
グ
ン
と
増
え
一
月
二

卜
四
H
午
後
κ
時
、
つ
い
に
、
豪

雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

二
卜
症
H
正
午
に
は
県
の
災
害
救

助
条
例
も
適
用
と
な
り
、
　
一
変
し

て
大
豪
弟
，
へ
の
突
入
と
な
り
ま
し

た
。　
西
頸
城
郡
の
能
生
町
で
は
、
ナ

ダ
レ
で
レ
三
入
も
の
犠
牲
者
が
出

ま
し
た
。
町
内
で
も
ナ
ダ
レ
の
危

険
ケ
所
が
沢
由
あ
り
ま
す
の
で
ト

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
年
も

も
う
す
ぐ
税
の
巾
告
が
始
ま
り
ま

す
．
そ
の
場
に
な
っ
て
あ
わ
て
な

い
よ
う
必
要
な
書
類
は
、
今
か
ら

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
尚
、
今
号
で
は
郷
土
提
言
（
論

文
）
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
三
月
号
よ
り
続
け
て
掲
載
い

た
し
ま
す
．
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